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一 
は
じ
め
に 

 

一
九
七
二
年
七
月
に
成
立
し
た
田
中
角
栄
政
権
が
公
約
と
し
て
取
り
組
ん
だ
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の

際
、
日
本
側
の
主
要
な
懸
念
材
料
の
一
つ
は
、
中
国
の
日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
態
度
だ
っ
た
①

。
日
米

安
全
保
障
条
約
締
結
以
来
、
執
拗
な
批
判
を
続
け
て
き
た
中
国
が
、
国
交
正
常
化
の
条
件
と
し
て
日
米
安

保
体
制
の
解
消
を
求
め
て
く
る
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
周
恩
来
総
理
は
、
非
公
式
交
渉
者
と

し
て
同
年
七
月
に
訪
中
し
た
竹
入
義
勝
公
明
党
委
員
長
に
「（
正
常
化
交
渉
に
際
し
）
日
米
安
保
に
は
ふ
れ

な
い
」
と
の
立
場
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
②

。
さ
ら
に
同
年
九
月
に
国
交
正
常
化
交
渉
の
た
め
訪
中
し

た
田
中
総
理
に
、
日
中
国
交
回
復
に
際
し
て
日
本
が
米
国
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
は
中
国
側
の
問
題
で

は
な
い
と
し
、「
日
本
に
と
っ
て
日
米
安
保
条
約
は
非
常
に
大
事
で
す
。堅
持
す
る
の
が
当
然
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
」
と
述
べ
、
実
質
的
に
日
米
安
保
体
制
を
容
認
す
る
立
場
を
と
っ
た
③

。
か
ね
て
よ
り
日
米
安

保
体
制
を
堅
持
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
日
中
国
交
正
常
化
を
考
え
て
い
た
田
中
と
外
務
省
に
と
っ
て
、

こ
の
中
国
の
態
度
表
明
は
国
交
正
常
化
へ
の
道
筋
を
一
気
に
現
実
化
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
④

。 

日
米
安
保
体
制
と
日
中
国
交
正
常
化
が
両
立
し
た
こ
と
は
、
国
内
政
治
的
に
は
二
十
年
以
上
に
わ
た
り

日
本
の
国
内
政
治
を
分
断
し
て
き
た
「
二
つ
の
相
容
れ
な
い
目
標
の
調
和
⑤

」
で
あ
り
、
ま
た
日
本
外
交

に
と
っ
て
は
対
米
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
で
、
中
国
へ
と
外
交
的
地
平
を
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
⑥

。

日
本
の
外
交
政
策
担
当
者
に
と
っ
て
こ
の
両
者
の
両
立
こ
そ
、
日
中
国
交
正
常
化
が
も
た
ら
し
た
「
最
も

画
期
的
な
側
面
」
と
評
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

日
中
国
交
正
常
化
か
ら
既
に
四
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
、「
日
米
安
保
体
制
と
中
国
」は
再
び
日
中
関

係
に
お
け
る
重
要
な
争
点
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
一
九
七
二
年
当
時
と
今
日
で
は
、
国
際
情
勢
の

基
本
構
造
の
変
化
と
と
も
に
、
日
米
中
三
国
全
て
に
と
り
日
米
安
保
体
制
の
位
置
づ
け
が
著
し
く
変
化
し

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
議
論
の
典
型
は
、
近
年
の
中
国
が
日
米
安
保
体
制
を
様
々
な
理
由
に
よ
っ

て
批
判
す
る
構
図
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
中
国
が
日
米
安
保
体
制
の
何
を
批
判
し
、
逆
に
今
日
で

も
何
を
容
認
し
、あ
る
い
は
意
志
表
明
を
抑
制
し
て
い
る
の
か
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
政
府
が
冷
戦
後
の
日
米
安
保
体
制
の
再
構
築
の
作
業
を
、
と
り
わ
け
中
国
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て

き
た
背
景
を
鑑
み
れ
ば
、
中
国
の
態
度
の
基
本
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
日
米
の
政
策
形
成
の
た
め
の

今
日
的
課
題
と
も
い
え
よ
う
。 

本
稿
は
、
中
国
が
日
中
国
交
正
常
化
以
来
、
日
米
安
保
体
制
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
き
た
の
か
、

そ
れ
を
国
交
正
常
化
の
際
に
中
国
が
日
米
安
保
を
容
認
し
た
「
三
つ
の
理
解
」
の
変
遷
過
程
よ
っ
て
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
時
の
「
三
つ
の
理
解
」
と
は
、
日
米
安
保
体
制
が
中
国
に
と
り
①

対
ソ
戦
略
上
の
資
産
と
な
る
（
対
ソ
政
策
）、
②
日
本
の
軍
事
大
国
化
に
対
す
る
ビ
ン
の
蓋
と
な
る
（
対
日

政
策
）、
③
問
題
の
優
先
順
位
が
相
対
的
な
低
位
に
あ
っ
た
（
政
策
上
の
優
先
順
位
）、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
本
稿
の
分
析
枠
組
の
立
脚
点
で
あ
る
こ
の
「
三
つ
の
理
解
」
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
第
一
章
第
二
節

で
検
討
さ
れ
る
。 
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二 

日
中
国
交
正
常
化
と
「
三
つ
の
理
解
」
の
発
生 

  

（
一
）
国
交
正
常
化
ま
で
の
中
国
外
交
と
日
米
安
保
体
制 

 

中
国
は
建
国
か
ら
米
中
和
解
に
至
る
ま
で
の
二
十
余
年
の
間
、
対
外
関
係
に
お
け
る
自
ら
の
「
主
要
敵
」

を
専
ら
米
国
と
見
な
し
て
き
た
。
一
九
五
〇
年
代
は
深
刻
な
冷
戦
的
対
立
の
状
況
下
で
、
社
会
主
義
陣
営

に
属
し
て
い
た
中
国
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
に
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
を
締
結
し
、
ソ
連
と
の
同

盟
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
自
国
の
安
全
保
障
の
確
立
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
同
年
六
月
に
勃
発
し
た
朝

鮮
戦
争
で
は
、
米
国
の
介
入
に
対
し
中
国
義
勇
軍
が
参
戦
し
、
米
中
対
立
は
決
定
的
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
背
景
の
下
、
一
九
五
一
年
九
月
に
米
国
の
日
本
防
衛
義
務
を
定
め
た
日
米
安
保
条
約
は
調
印
さ
れ
た

の
で
あ
る
。「
向
ソ
一
辺
倒
」
の
方
針
を
採
択
し
た
中
国
が
、「
主
要
敵
」
で
あ
る
米
国
と
そ
の
属
国
と
し

て
の
日
本
を
批
判
す
る
と
い
う
背
景
の
下
、
日
米
安
保
体
制
は
発
足
し
た
。
当
時
の
中
国
に
と
り
、
日
米

安
保
体
制
は
「
米
国
帝
国
主
義
」
と
「
属
国
日
本
」
を
批
判
す
る
触
媒
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

ヤ
ル
タ
体
制
下
の
国
際
協
調
が
完
全
に
崩
壊
し
、
中
国
が
東
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
自
ら
を
規
定
し
た

と
き
、
日
米
安
保
体
制
に
対
し
て
中
国
が
敵
対
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
当
然
の
帰
結
だ
っ
た
。
ま
た
中

国
国
内
で
は
「
三
反
五
反
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
思
想
改
造
運
動
が
行
わ
れ
、
社
会
主
義
化
へ
の
障
害
と
な

る
地
主
や
資
本
家
へ
の
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
内
政
の
急
進
化
も
対
外
政
策
が
強

硬
化
す
る
要
因
と
な
っ
た
⑦

。 

一
九
五
一
年
の
日
米
安
保
条
約
成
立
に
際
し
、
中
国
は
同
条
約
が
①
日
本
の
再
軍
備
化
を
促
し
、
②
中

国
と
ソ
連
に
脅
威
を
与
え
、
③
日
本
を
軍
事
、
経
済
、
政
治
的
に
帝
国
主
義
的
な
米
国
に
従
属
さ
せ
る
、

と
評
価
し
て
い
た
⑧

。
こ
の
評
価
は
そ
の
後
の
日
米
安
保
批
判
論
の
原
点
と
な
る
考
え
方
で
あ
る
。
中
国

の
対
日
批
判
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
日
本
が
対
米
従
属
を
続
け
る
結
果
、
日
本
が
軍
事
大
国
へ
の
道
を

進
む
可
能
性
が
開
か
れ
る
と
い
う
「
軍
国
主
義
復
活
論
」
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
論
理
で
あ
る
。
一

九
五
五
年
二
月
二
六
日
の
『
人
民
日
報
』
は
論
説
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
⑨

。 

「
わ
れ
わ
れ
は
一
貫
し
て
独
立
、
平
和
、
民
主
の
日
本
は
自
衛
の
た
め
の
武
装
力
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
一
部
の
日
本
人
は
『
自
衛
』
に
名
を
か
り
て
、
日
本
軍
国
主
義

復
活
の
た
め
に
、
目
下
大
規
模
な
再
軍
備
を
企
図
し
て
い
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
主
張
と
は
な

ん
ら
共
通
点
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
は
今
日
い
ま
だ
に
ア
メ
リ
カ
の
反
占
領
状
態
下
に
置
か

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
態
の
下
で
打
ち
立
て
ら
れ
る
日
本
の
武
装
力
は
、
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
の

道
具
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。」 

す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
主
要
敵
と
し
て
の
米
国
へ
の
依
存
と
い
う
対
米
批
判
と
、
そ
の
下
で
の
再
軍
備
に

対
す
る
懸
念
と
い
う
対
日
批
判
の
二
つ
の
側
面
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

中
国
の
国
際
情
勢
認
識
と
し
て
一
九
六
〇
年
に
登
場
し
た
「
中
間
地
帯
」
論
は
、
五
〇
年
代
末
か
ら
の

中
ソ
対
立
が
し
だ
い
に
顕
在
化
し
、
同
時
に
米
国
と
対
立
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
中
国
が
友
人
と
し

て
期
待
し
う
る
の
は
第
三
世
界
諸
国
し
か
な
い
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
中
間
地
帯
論
は
世

界
の
主
要
矛
盾
は
米
ソ
対
立
で
は
な
く
、
米
帝
国
主
義
と
米
ソ
の
「
中
間
」
に
位
置
す
る
国
家
と
の
間
の
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矛
盾
で
あ
り
、
中
国
は
自
ら
を
こ
の
「
中
間
地
帯
」
に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
中
ソ
関
係
の
疎
遠
化
を
印
象

づ
け
た
中
間
地
帯
論
の
下
で
も
、
六
〇
年
代
後
半
ま
で
「
主
要
敵
」
は
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」
で
あ
り

続
け
た
。 

一
九
六
〇
年
岸
信
介
内
閣
の
安
保
条
約
改
定
の
際
し
て
、
中
国
は
日
本
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
安
保
改

定
反
対
運
動
（
安
保
闘
争
）
を
支
持
し
、
改
訂
安
保
条
約
の
侵
略
性
、
危
険
性
を
強
く
非
難
し
た
⑩

。
一

九
五
八
年
一
一
月
に
陳
毅
外
相
は
声
明
を
発
表
し
、
①
日
本
が
安
保
改
訂
を
利
用
し
て
東
南
ア
ジ
ア
へ
勢

力
を
拡
張
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
る
こ
と
、
②
安
保
改
訂
は
独
立
自
主
を
要
求
す
る
日
本
国
民
の
願
い
に

反
し
て
い
る
こ
と
、
③
中
国
は
独
立
し
民
主
的
な
日
本
が
自
衛
の
た
め
の
武
装
力
を
持
つ
こ
と
に
は
反
対

し
な
い
こ
と
、
④
日
本
が
中
立
の
国
家
と
な
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
⑪

。
中
国
は
こ
こ
で
具
体

的
に
日
本
中
立
論
と
関
連
付
け
て
日
米
安
保
体
制
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
安

保
闘
争
は
実
を
結
ば
ず
、
後
に
中
国
は
反
米
派
の
「
日
本
人
民
」
へ
の
失
望
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
結
局

一
九
六
〇
年
に
日
米
安
保
条
約
が
改
訂
さ
れ
る
と
、中
国
外
交
部
は
声
明
で「
日
米
軍
事
同
盟
の
調
印
は
、

日
本
軍
国
主
義
復
活
の
し
る
し
で
あ
り
、
日
本
が
既
に
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
的
な
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
し

た
こ
と
の
し
る
し
で
あ
る
」
と
批
判
し
た
⑫

。 

一
九
六
六
年
に
始
ま
る
文
化
大
革
命
の
間
、
中
国
は
自
ら
を
世
界
革
命
の
中
心
に
位
置
付
け
、
階
級
闘

争
を
協
調
す
る
「
造
反
・
革
命
外
交
」
を
展
開
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
外
交
路
線
は
「
三
降
一
滅
」（
帝
国
主

義
・
修
正
主
義
・
各
国
反
動
派
へ
の
投
降
、
人
民
革
命
の
撲
滅
）
路
線
と
さ
れ
否
定
さ
れ
た
。
文
革
期
の

中
国
外
交
は
米
国
帝
国
主
義
反
対
、
ソ
連
修
正
主
義
反
対
の
二
つ
の
原
則
に
立
っ
て
、
こ
れ
に
同
調
す
る

人
々
を
革
命
的
人
民
と
認
め
、
か
れ
ら
を
団
結
し
て
反
革
命
と
闘
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

中
間
地
帯
論
に
み
ら
れ
た
第
三
世
界
と
の
連
携
姿
勢
を
断
ち
、
革
命
の
推
進
を
堅
固
な
原
則
と
し
た
対
外

活
動
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
ア
ル
バ
ニ
ア
や
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
除
く
ほ
と
ん
ど
全
て
の
国
は
中

国
を
離
れ
、
中
国
は
国
際
的
に
深
く
孤
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

文
化
大
革
命
が
開
始
さ
れ
て
以
後
、
国
内
に
お
け
る
急
進
政
策
の
進
行
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
統
一

戦
線
の
幅
を
狭
め
始
め
た
中
国
は
、
日
米
安
保
体
制
お
よ
び
日
本
に
対
す
る
批
判
を
も
強
め
て
い
っ
た
⑬

。

文
革
の
後
期
に
あ
た
る
一
九
六
九
年
一
一
月
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
、
日
米
安
保
条

約
の
自
動
継
続
と
一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
共
同
声
明
に
前
後
し
、
日
米
安
保
体

制
お
よ
び
「
日
本
軍
国
主
義
復
活
」
に
対
す
る
中
国
の
非
難
は
一
層
高
ま
っ
た
。『
人
民
日
報
』
は
「
侵
略

的
な
」
「
『
自
動
延
長
』
後
の
日
米
『
安
保
条
約
』
は
、
実
際
に
は
、
侵
略
範
囲
の
い
っ
そ
う
拡
大
さ
れ
た
、

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
日
米
軍
事
同
盟
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、『
延
長
前
』
に
比
べ
て
い
っ
そ
う

大
き
な
侵
略
性
を
も
ち
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
諸
国
人
民
の
平
和
と
安
全
に
と
っ
て
い
っ
そ
う
大
き
な

危
険
性
を
そ
な
え
て
い
る
」
と
批
判
し
た
⑭

。
ま
た
沖
縄
返
還
に
関
し
て
『
人
民
日
報
』
評
論
員
は
、「
こ

の
協
定
の
成
立
は
、
米
日
反
動
派
の
軍
事
的
結
託
が
い
ち
だ
ん
と
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主

義
が
日
本
を
そ
の
戦
車
に
い
っ
そ
う
し
っ
か
り
と
し
ば
り
つ
け
、
日
本
軍
国
主
義
勢
力
を
か
り
た
て
て
そ

の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
侵
略
政
策
と
戦
争
政
策
の
推
進
に
よ
り
積
極
的
に
奉
仕
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
」
と
論
評
し
た
⑮

。 

中
国
の
日
米
安
保
体
制
お
よ
び
「
日
本
軍
国
主
義
」
に
対
す
る
激
し
い
批
判
は
国
交
正
常
化
の
直
前
ま
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で
続
い
た
。周
恩
来
総
理
は
一
九
七
〇
年
四
月
に
、「
我
々
の
政
策
は
、米
国
と
日
本
の
反
動
勢
力
の
共
謀
、

日
本
の
軍
国
主
義
、
お
よ
び
日
米
同
盟
の
更
な
る
強
化
、
北
東
ア
ジ
ア
軍
事
同
盟
の
形
成
、
お
よ
び
二
つ

の
中
国
を
作
ろ
う
と
す
る
動
き
に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
改
め
て
述
べ
て
い
る
⑯

。 

ま
た
国
交
正
常
化
の
一
年
前
で
さ
え
、
日
米
安
保
体
制
が
消
滅
す
べ
き
と
す
る
論
評
が
み
ら
れ
た
。
一

九
七
一
年
六
月
の
『
人
民
日
報
』
社
説
は
「
日
米
安
保
体
制
を
消
滅
さ
せ
な
い
限
り
、
米
国
帝
国
主
義
を

打
倒
し
と
日
本
の
軍
国
主
義
勢
力
を
追
い
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
日
本
の
独
立
、
民
主
主
義
、

平
和
、
中
立
、
繁
栄
を
約
束
す
る
」
と
論
じ
て
い
る
⑰

。
さ
ら
に
同
年
七
月
の
『
人
民
日
報
』、『
解
放
軍

報
』、『
紅
旗
』は
三
紙
で
共
同
社
説
を
発
表
し
、「
米
国
帝
国
主
義
の
下
で
先
鋭
化
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
軍

国
主
義
は
、
韓
国
を
併
合
し
、
中
国
を
侵
略
し
、
ア
ジ
ア
を
支
配
す
る
野
望
を
抱
い
て
い
る
」
と
批
判
し

た
⑱

。
こ
う
し
た
日
米
安
保
体
制
や
米
国
、
日
本
に
対
す
る
批
判
が
米
中
和
解
の
直
前
ま
で
続
い
た
こ
と

は
、
米
中
和
解
が
い
か
に
劇
的
な
政
治
過
程
で
あ
っ
た
か
を
裏
付
け
る
の
で
あ
る
。 

  

（
二
）
国
交
正
常
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
中
国
の
政
策
転
換 

 

日
米
安
保
条
約
発
足
以
来
、「
日
米
安
保
体
制
と
中
国
」の
関
係
は
論
調
を
変
え
な
が
ら
も
著
し
く
敵
対

的
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
関
係
は
一
九
七
二
年
に
ほ
ぼ
正
反
対
と
も
言
え
る
歴
史
的
転
換
を
遂
げ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
転
換
の
核
心
に
あ
る
の
が
、
一
九
七
一
年
七
月
の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
極
秘
訪
中
と
翌
年
の

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
に
み
ら
れ
る
米
中
和
解
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

米
中
の
劇
的
な
和
解
に
よ
り
日
本
国
内
で
は
国
交
正
常
化
を
急
ぐ
勢
力
が
台
頭
し
、
対
中
交
渉
の
気
運

が
一
気
に
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
日
本
の
対
中
交
渉
に
お
け
る
最
大
の
懸
案
は
、
中
国
の
日

米
安
保
体
制
に
対
す
る
態
度
だ
っ
た
。日
米
安
保
条
約
締
結
以
来
、執
拗
な
批
判
を
続
け
て
き
た
中
国
が
、

国
交
正
常
化
の
条
件
と
し
て
日
米
安
保
体
制
の
解
消
を
求
め
て
く
る
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。し
か
し
、

中
国
は
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
に
際
し
て
、
日
米
安
保
条
約
を
問
題
に
せ
ず
、
む
し
ろ
条
約
の
存
在
自
体

は
当
然
の
こ
と
、
と
容
認
す
る
姿
勢
に
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
周
恩
来
総
理
は
、
非
公
式
交
渉
者
と
し
て
七
月
に
訪
中
し
た
竹
入
公
明
党
委

員
長
に
「（
正
常
化
交
渉
に
際
し
）
日
米
安
保
に
は
ふ
れ
な
い
」
と
の
立
場
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
さ

ら
に
同
年
九
月
に
国
交
正
常
化
交
渉
の
た
め
訪
中
し
た
田
中
総
理
に
、
日
中
国
交
回
復
に
際
し
て
日
本
が

米
国
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
は
中
国
側
の
問
題
で
は
な
い
と
し
、「
日
本
に
と
っ
て
日
米
安
保
条
約
は

非
常
に
大
事
で
す
。
堅
持
す
る
の
が
当
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
―
」
と
述
べ
、
実
質
的
に
日
米
安
保
体
制

を
容
認
す
る
立
場
を
と
っ
た
。 

公
表
さ
れ
た
形
で
、
中
国
側
の
安
保
支
持
が
明
確
化
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
三
年
一
月
、
周
恩
来
の
木

村
武
雄
自
民
党
代
議
士
に
対
す
る
発
言
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
周
恩
来
は
、「
日
米
安
保
条
約
は
、
日
本
と

し
て
は
必
要
と
認
め
ざ
る
を
得
ま
い
。
米
国
の
核
の
カ
サ
は
、
ソ
連
に
対
し
て
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
米

国
の
核
の
カ
サ
と
中
国
の
核
の
カ
サ
を
交
換
し
よ
う
と
し
て
も
、中
国
の
も
の
は
核
の
カ
サ
に
な
ら
な
い
。

中
国
の
も
の
は
防
御
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
将
来
、
日
本
が
完
全
独
立
す
れ
ば
、
安
保
が
い
ら
な
く
な

る
の
は
当
然
で
あ
る
」
と
語
っ
た
⑲

。
さ
ら
に
、
姫
鵬
飛
外
相
は
同
年
一
〇
月
に
、「
ソ
連
の
脅
威
か
ら
自
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ら
を
守
る
場
合
、
安
保
維
持
は
理
解
で
き
る
。
日
本
は
独
立
の
自
衛
力
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現

在
、
日
本
は
米
国
の
核
の
カ
サ
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
で
一
挙
に
安
保
を
廃
棄
す
る
こ
と

は
非
現
実
的
で
あ
る
。
あ
る
程
度
ま
で
米
国
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
」
と
語
っ
て
い
る
⑳

。 

一
九
七
〇
年
六
月
に「
侵
略
的
な
米
日
軍
事
同
盟
を
断
固
粉
砕
し
よ
う
」と
題
し
た
論
評
記
事
を
掲
げ
、

ま
た
翌
年
六
月
に
「
日
米
安
保
体
制
を
消
滅
さ
せ
な
い
限
り
、
米
国
帝
国
主
義
を
打
倒
し
、
日
本
の
軍
国

主
義
勢
力
を
追
い
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
論
じ
て
い
た
『
人
民
日
報
』
も
、
日
中
国
交
正
常
化
後
そ

の
批
判
姿
勢
を
著
し
く
転
換
さ
せ
た
。
一
九
七
二
年
九
月
三
〇
日
の
『
人
民
日
報
』
社
説
は
国
交
正
常
化

に
「
心
か
ら
の
祝
賀
の
意
」
を
示
す
と
と
も
に
、
直
接
日
米
安
保
体
制
に
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
中

日
両
国
は
社
会
制
度
を
異
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
完
全
に
友
好
的
に
つ
き
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。
両
国

関
係
の
正
常
化
と
善
隣
友
好
関
係
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
小
異
を
残
し
大
同
を
求
め
さ
え
す
れ
ば
、
両

国
間
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
は
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
友
好
的
見
解
を
述
べ
る
に
至
る
の
で
あ

る
。 中

国
は
日
米
安
保
体
制
が
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
牙
城
と
み
な
し
、
日
本
の
軍

国
主
義
を
助
長
す
る
と
い
う
長
年
の
立
場
か
ら
、
一
九
七
二
年
を
も
っ
て
急
速
に
「
容
認
」
へ
と
転
換
し

た
の
で
あ
る
。 

  

（
三
）「
一
九
七
二
年
転
換
」
と
「
三
つ
の
理
解
」
の
発
生 

 

中
国
の
日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
態
度
は
、
な
ぜ
か
く
も
急
速
に
転
換
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
項
で

は
冒
頭
に
分
析
枠
組
と
し
て
示
し
た
「
三
つ
の
理
解
」
を
掘
り
下
げ
て
み
る
。 

第
一
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
六
〇
年
代
末
に
中
ソ
関
係
が
も
は
や
決
定
的
な
対
立
状
況
に

な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
日
米
安
保
体
制
を
対
ソ
戦
略
上
の
資
産
と
し
て
利
用
で
き
る
と
考
え
た
こ
と
で

あ
る
。
一
九
六
八
年
に
ソ
連
は
社
会
主
義
世
界
全
体
の
利
益
の
た
め
に
は
一
国
の
主
権
は
制
限
さ
れ
る
と

し
た
「
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
を
発
表
、
同
年
八
月
に
こ
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
旗
印
と
し
て
チ
ェ
コ

に
お
け
る
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
に
際
し
て
軍
事
介
入
を
行
っ
た
。
中
国
は
こ
の
行
為
を
「
社
会
帝
国
主
義
」

と
規
定
し
激
し
く
批
判
し
た
。
翌
一
九
六
九
年
に
は
中
ソ
国
境
の
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
島
／
珍
宝
島
で
の
武
力

衝
突
が
発
生
し
、
中
ソ
関
係
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
相
違
と
軍
事
的
対
立
を
孕
む
戦
後
最
悪
の
状
態
に
な

っ
た
。 

そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
初
頭
に
は
、
中
国
の
「
主
要
敵
」
は
明
確
に
ソ
連
と
な
り
、
逆
に
米
国
と
の

関
係
は
対
ソ
牽
制
の
た
め
に
改
善
の
方
向
に
進
む
。
一
九
五
〇
年
代
と
は
逆
の
展
開
で
あ
る21

。
こ
の
こ

ろ
ソ
連
と
の
関
係
を
示
し
た
『
人
民
日
報
』、『
解
放
軍
報
』、『
紅
旗
』
の
共
同
論
説
に
よ
れ
ば
、「
ソ
連
裏

切
り
者
集
団
は
、
古
株
の
帝
国
主
義
国
よ
り
も
多
く
の
欺
瞞
性
を
持
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
一
層
危
険

で
あ
る22

」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
側
か
ら
見
た
米
中
和
解
は
、「
ソ
連
を
主
要
な
敵
と

す
る
統
一
戦
線
の
戦
略
的
組
み
直
し
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る23

。 

 

日
本
と
の
国
交
正
常
化
の
決
定
は
、
米
国
と
同
盟
関
係
に
あ
る
日
本
を
中
国
側
が
組
み
入
れ
る
当
然
の

戦
略
的
配
慮
だ
っ
た
。
そ
れ
は
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
の
際
に
共
同
声
明
の
第
七
項
に
お
い
て
（
特
定
の
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第
三
国
を
指
定
し
な
い
が
）
実
質
的
に
ソ
連
を
牽
制
す
る
「
覇
権
を
求
め
な
い
」
原
則
を
主
張
し
た
こ
と

に
も
表
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
中
国
交
正
常
化
は
米
中
和
解
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
第
一
の
理
解
、
す
な
わ
ち
「
日
米
安
保
体
制
の
最
大
の
目
的
は
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
す

る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
対
ソ
政
策
上
米
国
と
接
近
し
た
中
国
の
利
益
と
一
致
す
る
」
こ
と
が
日
米

安
保
体
制
に
対
す
る
態
度
の
転
換
を
促
し
た
、
と
い
う
根
拠
が
あ
る
。 

で
は
果
た
し
て
、
第
二
項
で
み
た
よ
う
に
中
国
が
一
九
六
九
年
に
ソ
連
と
の
決
定
的
な
対
立
を
迎
え
一

九
七
〇
年
に
「
主
要
敵
」
の
再
定
義
を
行
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
七
一
年
中
頃
ま
で
日
米
安
保
体
制

を
批
判
し
続
け
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
間
差
の
要
因
に
つ
い
て

Jianw
ei W

ang 

と 

X
in

bo W
u

は
、
以
下
の
三
つ
の
側
面
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
初
期
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
中
国
政
策
を
中

国
指
導
部
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
一
〇
月
に
は
中
国
中
南
部
を
飛
行
し
た
米

国
の
無
人
偵
察
機
を
中
国
空
軍
が
撃
墜
す
る
事
件
が
起
こ
り
、
中
国
は
「
米
国
帝
国
主
義
の
偵
察
と
嫌
が

ら
せ
」
と
非
難
し
た
。
ま
た
一
九
七
〇
年
の
初
め
に
中
国
指
導
部
は
米
国
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
介
入
す
る
兆

し
を
と
ら
え
て
い
た
。
同
年
五
月
に
毛
沢
東
は
米
帝
国
主
義
に
抵
抗
す
る
た
め
に
団
結
す
る
べ
き
と
の
声

明
を
発
表
し
て
い
る
。
第
二
に
、
そ
の
状
況
下
で
は
、
日
米
安
保
体
制
を
ソ
連
と
同
様
に
「
反
中
国
」
と

認
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
七
〇
年
前
後
の
中
国
外
交
は
米
ソ
双
方

と
対
立
す
る
「
二
つ
の
主
要
敵
群
」
を
色
濃
く
意
識
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
第
三
の
理
由
は
、
一
九
七
〇

年
の
日
米
安
保
条
約
の
自
動
延
長
で
あ
っ
た
。
中
国
に
と
り
こ
の
自
動
延
長
は
、
①
沖
縄
お
よ
び
日
本
本

土
に
お
け
る
米
軍
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
②
ニ
ク
ソ
ン
の
「
グ
ア
ム
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
下
の
日
本
の
防

衛
能
力
を
高
め
る
効
果
を
持
つ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
中
国
に
と
り
、
一
九
七
〇
年
の
状
況
は
こ
の
よ
う

に
米
国
と
日
本
に
対
す
る
敵
対
心
を
む
し
ろ
鼓
舞
す
る
要
素
に
溢
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

中
国
が
日
米
安
保
体
制
を
容
認
し
た
第
二
の
理
由
は
、
日
米
安
保
体
制
が
日
米
安
全
保
障
体
制
を
日
本

の
軍
事
大
国
化
に
対
す
る
ビ
ン
の
蓋
と
み
な
す
点
に
お
い
て
、
米
中
両
国
の
思
惑
が
一
致
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
米
日
同
盟
の
下
で
の
日
本
軍
国
主
義
化
」
を
批
判
す
る
と
い
う
従
来
の
原

則
的
立
場
を
変
更
す
る
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
論
理
で
は
米
中
和
解
と
は
直
接
関
係
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
米
中
和
解
が
あ
っ
た
に
せ
よ
日
本
が
日
米
安
保
体
制
の
下
に
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
中
国
が
日
米
安
保
体
制
の
第
二
の
役
割
と
し
て
「
瓶
の
蓋
」
の

効
果
を
評
価
し
始
め
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い24

。 

こ
の
中
国
の
「
瓶
の
蓋
」
に
対
す
る
評
価
に
は
、
米
中
和
解
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
米
国
か
ら
の
働
き
か

け
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
七
〇
年
の
ニ
ク
ソ
ン
－
周
恩
来
会
談
の
中
で
、
ニ

ク
ソ
ン
は
「
米
国
の
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
中
国
の
利
益
に
も
な
る
」
と
い
う
説
得
の
材
料
と
し
て
、
日
本

の
軍
事
大
国
化
抑
制
の
論
理
を
持
ち
出
し
た
。
会
談
録
に
よ
る
と
ニ
ク
ソ
ン
は
「
も
し
米
国
に
よ
る
（
軍

事
防
衛
の
）
保
証
が
な
く
な
れ
ば
、（
中
略
）
日
本
は
巨
大
な
経
済
力
を
背
景
に
独
自
の
軍
隊
を
建
設
す
る

だ
ろ
う
」（
括
弧
内
筆
者
）
と
強
調
し
、
回
顧
録
で
は
「
も
し
も
日
本
を
丸
腰
で
無
防
備
の
状
態
に
置
く
こ

と
に
な
れ
ば
日
本
は
他
の
国
に
助
け
を
求
め
る
か
、
自
衛
力
を
貯
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
日
本
と
の
防

衛
関
係
が
な
け
れ
ば
、米
国
は
日
本
が
利
害
関
心
を
示
す
と
こ
ろ
で
影
響
力
を
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
述
べ
た
と
記
さ
れ
て
い
る25

。
ニ
ク
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
に
米
国
の
管
理
の
下
に
あ
る
武
装
日
本
を
受
け
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入
れ
る
よ
う
、
中
国
側
の
譲
歩
を
促
し
た
。
そ
し
て
そ
の
論
理
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に
、
台
湾
に
関
す
る

会
話
で
は
「
米
国
は
台
湾
か
ら
撤
退
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
が
替
わ
っ
て
進
出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
保

証
す
る
」
と
周
恩
来
の
懸
念
表
明
に
対
し
答
え
た26

。
こ
の
真
意
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
日
本
が
進
出
し

な
い
た
め
に
は
日
米
同
盟
を
継
続
す
る
こ
と
が
最
良
の
手
段
だ
と
い
う
考
え
方
が
現
れ
て
い
る27

。
す
な

わ
ち
、
米
中
和
解
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
日
本
へ
の
「
瓶
の
蓋
」
を
呼
び
か
け
、
説
得
し
て
い
た
の
は
米

国
側
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

中
国
指
導
層
も
こ
の
こ
ろ
米
国
の
ア
ジ
ア
撤
退
が
日
本
の
軍
国
主
義
化
を
助
長
す
る
と
い
う
「
矛
盾
」

を
確
認
す
る
に
至
っ
て
い
る28
。
中
国
は
基
本
的
な
日
本
観
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
親
米
派
を
批
判
し
、

反
米
派
を
支
援
す
る
と
い
う
言
動
を
続
け
て
き
た
。
前
者
は
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
従
属
す
る
日
本
支

配
層
に
よ
る
軍
国
主
義
化
」
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
支
配

に
、
対
す
る
被
抑
圧
者
の
抵
抗
」
と
し
て
こ
れ
を
支
持
し
た
。
こ
の
支
持
は
既
に
述
べ
た
よ
う
な
一
九
六

〇
年
の
安
保
改
定
反
対
運
動
に
対
す
る
同
情
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
岡
部
達
味
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
中
国
は
こ
の
よ
う
な
反
米
派
の
「
日
本
人
民
」
の
抵
抗
運
動
に
幻
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、

安
保
改
訂
に
際
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
運
動
が
、
実
を
結
ば
ず
運
動
の
み
な
ら
ず
思
想
活
動
と
し
て

も
沈
静
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

一
九
七
〇
年
六
月
に
周
恩
来
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
の
考
え
る
日
本
の
将
来
進
む
方
向
性
と

し
て
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
支
配
を
脱
し
て
…
（
中
略
）
独
自
の
武
装
を
持
ち
…
（
中
略
）
ア
ジ
ア
に

お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
と
覇
を
争
う
よ
う
に
な
る
」
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
周
恩
来

の
日
本
認
識
は
、
明
確
に
中
立
し
た
日
本
が
む
し
ろ
軍
国
主
義
化
へ
と
進
む
懸
念
を
し
め
し
た
も
の
で
あ

る29

。
こ
の
点
で
い
え
ば
中
立
日
本
の
武
装
化
に
対
す
る
支
持
を
表
明
し
た
一
九
六
〇
年
の
認
識
と
の
逆

転
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

こ
の
中
国
指
導
層
の
認
識
に
逆
転
現
象
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
二
つ
の
情
勢
変
化
が
あ
る
。
第
一
の
背

景
は
一
九
六
九
年
の
ニ
ク
ソ
ン
に
よ
る
「
グ
ア
ム
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
の
発
表
で
あ
る
。
こ
の
ド
ク
ト
リ
ン

の
最
大
の
特
徴
は
、「
直
接
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
国
が
、自
国
防
衛
の
た
め
の
人
材
を
提
供
す
る
一
義
的
責

任
を
負
う
も
の
と
期
待
す
る
」
と
い
う
部
分
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
か
か
る
予

算
と
機
能
を
同
盟
国
に
肩
代
わ
り
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
日
本
国
内
で
こ

の
戦
略
変
化
に
敏
感
に
対
応
し
た
の
は
、
防
衛
庁
長
官
に
就
任
し
た
中
曽
根
康
弘
だ
っ
た
。
彼
は
第
四
次

防
衛
力
整
備
計
画
（
四
次
防
）
の
策
定
に
際
し
、「
侵
略
に
対
し
て
は
、
ま
ず
国
力
の
す
べ
て
を
あ
げ
て
こ

れ
を
自
ら
撃
退
す
る
」
と
し
た
自
主
防
衛
構
想
を
立
ち
あ
げ
た
。
結
局
中
曽
根
構
想
は
国
内
世
論
の
反
発

な
ど
で
暗
礁
に
の
り
あ
げ
た
も
の
の
、
中
国
は
こ
の
動
向
を
「
軍
国
主
義
復
活
」
と
し
て
厳
し
く
批
判
し

た
。
第
二
の
背
景
は
、
中
立
日
本
が
軍
事
大
国
と
し
て
台
頭
す
る
と
い
う
懸
念
を
想
起
す
る
に
十
分
な
ほ

ど
、
日
本
の
経
済
力
が
す
で
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
一
九
六
五
～
七
三
年
の
間
に
国
民

総
生
産
が
三
・
五
倍
以
上
に
の
ぼ
り
、
年
平
均
一
〇
％
と
い
う
高
い
成
長
率
を
保
っ
た
。
一
九
六
四
年
に

O
E

C
D

に
加
盟
し
、
六
〇
年
代
末
に
は
米
国
に
次
い
で
世
界
第
二
位
の
国
民
総
生
産
を
ほ
こ
る
経
済
大
国

に
成
長
し
た
。
こ
の
経
済
成
長
に
対
す
る
中
国
の
評
価
は
、『
人
民
日
報
』
の
中
で
「
経
済
侵
略
」
に
対
す

る
言
及
が
増
大
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。 
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こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
米
国
が
日
米
安
保
体
制
の
継
続
が
「
日
本
を
管
理
す
る
」
と
い
う
意
味
に
お

い
て
中
国
の
利
益
に
な
る
、
と
い
う
働
き
か
け
に
対
し
、
中
国
も
同
様
の
認
識
を
持
つ
よ
う
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。
中
国
の
認
識
変
化
は
、
基
本
的
な
日
本
観
の
変
化
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
日
本

の
軍
国
主
義
化
に
断
固
反
対
す
る
と
の
原
則
的
な
立
場
を
貫
く
中
国
は
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
日
米
安
保

体
制
へ
の
評
価
を
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
「
日
米
安
保
体
制
が
日
米
安
全
保
障
体
制
を

日
本
の
軍
事
大
国
化
に
対
す
る
ビ
ン
の
蓋
と
み
な
す
」
と
い
う
第
二
の
理
解
が
成
立
す
る
根
拠
が
あ
る
の

で
あ
る
。 

 

中
国
が
日
米
安
保
体
制
を
容
認
し
た
と
考
え
ら
れ
る
第
三
の
理
解
は
、
日
米
安
保
体
制
は
中
国
に
向
け

ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
米
間
の
問
題
で
あ
り
中
国
は
関
係
な
い
と
す
る
消
極
的
な
容
認
の
立
場
で
あ

る
。
こ
れ
は
周
恩
来
の
「
日
本
が
米
国
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
は
日
米
間
の
問
題
」
と
い
う
発
言
に
あ

る
通
り
、
表
向
き
中
国
側
は
日
米
安
保
体
制
に
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
米
中
和

解
プ
ロ
セ
ス
と
に
日
中
国
交
正
常
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
日
米
安
保
体
制
は
日
本
側
が
考
え
る
ほ
ど
中

国
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。 

こ
の
理
解
を
促
す
要
因
は
、
大
き
く
わ
け
て
二
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
は
、
米
中
和
解
に
よ
っ
て

日
米
安
保
体
制
は
中
国
本
土
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
か
つ
て
の
よ
う
に
中
国
の

利
益
に
著
し
く
反
す
る
存
在
と
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
秘
密
訪
中

の
直
前
ま
で
日
米
安
保
を
容
認
す
る
姿
勢
を
み
せ
な
か
っ
た
が
、
既
に
み
た
ニ
ク
ソ
ン
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ

ー
の
説
得
に
中
国
が
応
じ
た
背
景
に
は
、
第
一
、
第
二
の
理
解
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
米
安
保
体
制
が

自
ら
の
利
益
に
損
失
を
も
た
ら
す
存
在
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
ウ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
下
で
の
選
択
で
あ
っ

た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。 

第
二
の
要
因
は
、
中
国
が
経
済
建
設
の
必
要
性
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
躍
進
運
動
と
文
化

大
革
命
に
よ
っ
て
中
国
経
済
は
疲
弊
し
、
文
革
収
拾
期
の
政
権
の
安
定
に
は
経
済
建
設
の
成
功
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
中
国
は
「
自
力
更
生
」
政
策
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
外
国
の
経
済
力
、
と
り
わ

け
技
術
を
導
入
し
、
工
業
・
技
術
水
準
を
高
め
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
米
中
和
解
と
国
交
正
常

化
は
中
国
の
経
済
的
な
国
際
環
境
整
備
に
資
す
る
と
い
う
判
断
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
米
安
保
条
約
の

政
策
上
の
優
先
度
が
低
く
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
一
九
七
二
年
時
の
日
米
安
保
体
制
は
、
中
国
に
と
り
①
対
ソ
戦
略
上
の
資

産
と
な
る
（
対
ソ
政
策
）、
②
日
本
の
軍
事
大
国
化
に
対
す
る
ビ
ン
の
蓋
と
な
る
（
対
日
政
策
）、
③
問
題

の
優
先
順
位
が
相
対
的
な
低
位
に
あ
っ
た
（
政
策
上
の
優
先
順
位
）
と
い
う
「
三
つ
の
理
解
」
に
よ
っ
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

重
要
な
の
は
、
こ
の
中
国
の
政
策
転
換
を
促
し
た
の
は
米
中
和
解
に
よ
る
対
ソ
抑
止
へ
の
資
産
と
見
な

す
構
造
変
化
の
要
因
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
第
二
の
理
解
「
瓶
の
蓋
」
に
お

け
る
論
理
の
よ
う
に
、
日
本
の
経
済
力
の
向
上
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
国
際
的
な
地
位
の
上
昇
に
、
中
国
と

し
て
も
安
保
条
約
の
枠
組
を
つ
か
っ
て
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
日
本
自
身
の
変
化
と
、
第
三
の
理

解
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
経
済
建
設
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
中
国
自
身
の
国
内
状
況
と
い
う
日
米
中
三

国
の
総
合
的
な
構
造
変
化
が
浮
び
上
が
る
の
で
あ
る
。 
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二 
「
独
立
自
主
外
交
」
の
形
成
と
日
米
安
保
体
制 

  

（
一
）
日
米
安
保
の
容
認
か
ら
日
米
安
保
・
日
本
防
衛
力
強
化
促
進
へ 

 

ニ
ク
ソ
ン
訪
中
と
日
中
国
交
正
常
化
以
降
、
八
〇
年
代
中
頃
に
至
る
ま
で
、
中
国
か
ら
の
日
米
安
保
体

制
に
対
す
る
批
判
お
よ
び
「
日
本
軍
国
主
義
」
に
対
す
る
懸
念
は
中
国
側
か
ら
ほ
と
ん
ど
提
起
さ
れ
な
く

な
っ
た30

。 

第
一
の
理
解
の
基
礎
と
な
っ
た
中
国
の
対
ソ
観
を
検
討
す
れ
ば
、「
反
覇
権
主
義
」の
原
則
に
基
づ
く
主

敵
と
し
て
の
ソ
連
観
は
、
こ
の
時
期
も
引
き
続
き
保
た
れ
て
い
た
。
一
九
七
五
年
一
月
の
人
民
代
表
大
会

で
採
択
さ
れ
た
新
憲
法
に
は
「
帝
国
主
義
、
社
会
帝
国
主
義
の
侵
略
政
策
と
戦
争
政
策
に
反
対
し
、
超
大

国
の
覇
権
主
義
に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
覇
権
主
義
」
が
と
り

わ
け
ソ
連
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
同
全
人
代
に
お
け
る
周
恩
来
報
告
は
、
米
中
の
関

係
改
善
を
述
べ
な
が
ら
、
ソ
連
が
中
ソ
関
係
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
諸
例
を
と
り
あ
げ
、
非
難
し
た
。
つ
ま

り
、「
米
国
と
ソ
連
と
い
う
二
つ
の
覇
権
大
国
は
世
界
の
人
民
の
共
通
の
敵
で
あ
る
」が
明
ら
か
に
ソ
連
を

「
世
界
戦
争
の
最
も
危
険
な
源
」
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る31

。 

一
九
七
六
年
に
周
恩
来
総
理
お
よ
び
毛
沢
東
主
席
が
死
去
し
、
中
国
国
内
政
治
が
変
動
す
る
背
景
の
下

で
も
、
中
国
の
対
ソ
観
は
継
続
し
た
。
一
九
七
八
年
の
鄧
小
平
の
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
覇
権
に
反

対
し
、
世
界
平
和
、
安
全
、
繁
栄
を
維
持
す
る
た
め
に
、
米
国
、
欧
州
、
日
本
、
中
国
と
他
の
第
三
世
界

は
共
同
し
、
戦
争
の
危
険
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
い
か
な
る
形
態
の
協
定
や
同
盟

も
必
要
と
し
て
い
な
い
。
我
々
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
共
通
の
情
勢
の
理
解
と
共
通
の
努
力
で
あ
る
」

と
一
層
反
ソ
統
一
を
呼
び
か
け
た32

。
ま
た
中
国
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
は
「
さ
ら
に
深
く
関
係
を
発
展
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
北
極
熊
を
本
気
で
抑
制
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
唯
一
の
現
実
的
な
方
策
は
団
結
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
ソ
連
に
対
す
る
政
策
協
調
を
訴
え
た

33

。 こ
の
対
ソ
統
一
戦
線
は
日
ソ
間
の
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
日
本
支
持
に
さ
え
及
ん
だ
。「
中
国
人
民

は
…
（
中
略
）
毛
主
席
の
教
え
に
断
固
し
た
が
い
、
終
始
一
貫
し
て
日
本
人
民
の
側
に
立
ち
、
北
方
領
土

の
返
還
を
要
求
し
、
超
大
国
の
覇
権
主
義
に
反
対
す
る
日
本
人
民
の
愛
国
正
義
の
闘
争
を
支
持
す
る34

」

と
論
じ
る
の
で
あ
る
。 

第
一
の
理
解
が
深
化
・
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
日
本
封
じ
込
め
」「
瓶
の
蓋
」
を
基
本
認
識
と

し
た
中
国
側
の
第
二
の
理
解
に
は
重
要
な
変
化
が
訪
れ
る
。
そ
れ
は
、
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
初
め

に
か
け
て
、
中
国
が
日
本
の
防
衛
力
を
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
し
、
さ
ら
に
は
防
衛
力
増
強
を
歓
迎
す
る

政
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
九
七
八
年
一
〇
月
に
鄧
小
平
副
総
理
は
来
日
し
、
福
田
総
理
と
の
会
談
の
中
で
「
日
米
安
保
や
自
衛

力
増
強
は
当
然
の
こ
と
だ
」
と
の
見
解
を
示
し
た35

。
一
九
八
〇
年
五
月
に
華
国
鋒
総
理
は
、
中
国
の
総

理
と
し
て
初
め
て
来
日
し
、「
独
立
と
施
政
権
を
守
る
た
め
の
防
衛
の
権
利
は
、独
立
国
と
し
て
当
然
有
す
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る
も
の
で
あ
る
」
と
ま
ず
日
本
の
防
衛
力
の
必
要
性
を
認
め
、
日
米
安
保
体
制
に
関
し
て
は
「
米
国
と
の

同
盟
関
係
を
強
化
す
る
日
本
の
努
力
を
評
価
す
る
」
と
発
言
し
た36

。
ま
た
華
国
鋒
は
日
本
訪
問
中
、
中

曽
根
議
員
と
の
懇
談
の
な
か
で
）
「
現
状
の
環
境
の
下
で
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
中
国
は
日
本
の
防
衛
力
の
強
化
を
歓
迎
す

る
」（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る37

。
さ
ら
に
、
伍
修
権
人
民
解
放
軍
副
参
謀
長
は
一
九
八
〇
年
に
中
曽

根
議
員
に
対
し
、
一
九
七
六
年
にG

N
P

一
％
シ
ー
リ
ン
グ
を
定
め
た
日
本
の
防
衛
費
はG

N
P

の
二
％

ま
で
引
き
上
げ
た
ら
ど
う
か
、
と
発
言
し
た
と
さ
れ
る38

。 

 

こ
の
日
本
の
防
衛
力
を
肯
定
的
に
認
定
す
る
態
度
、
お
よ
び
防
衛
力
の
強
化
の
歓
迎
を
含
む
日
米
安
保

体
制
へ
の
支
持
は
、
公
式
発
言
の
な
か
で
は
一
九
八
四
年
ま
で
継
続
す
る
。
一
九
八
三
年
一
一
月
に
胡
燿

邦
総
書
記
が
来
日
し
「
日
本
が
自
衛
の
た
め
に
防
衛
力
を
も
つ
の
は
当
然
の
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

一
九
八
四
年
七
月
に
張
愛
●
国
防
部
長
は
来
日
し
た
際
に
栗
原
防
衛
庁
長
官
と
の
会
談
の
中
で
「
日
米
共

同
防
衛
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
国
は
政
策
と
し
て
賛
成
し
て
い
る
。
い
か
な
る
国
も
自
分
の
国
を
守
る

権
利
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
強
力
な
防
衛
力
が
必
要
」
で
あ
る
、
と
発
言
し
た
と
さ
れ
て
い
る39

。 

米
中
和
解
、
日
中
国
交
正
常
化
か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
め
ま
で
の
日
米
中
関
係
は
、
そ
の
後
の
日
中
平

和
友
好
条
約
に
よ
る
日
中
関
係
の
進
展
、
お
よ
び
米
中
国
交
正
常
化
と
い
う
日
米
中
関
係
の
「
反
覇
権
」

を
基
調
と
し
た
基
盤
整
備
に
よ
り
、
ソ
連
に
敵
対
す
る
三
国
の
政
策
協
調
と
い
う
色
彩
を
い
っ
そ
う
深
め

て
い
っ
た
。
こ
の
基
調
の
な
か
で
、
中
国
の
日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
態
度
は
、
対
ソ
戦
略
上
の
資
産
と

見
な
す
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
九
七
二
年
の
段
階
に
お
け
る
「
容
認
」
論
か
ら
よ
り
「
積
極

的
評
価
」
に
変
貌
し
た
理
由
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
中
国
と
米
国
が
一
致
し
た
認
識
と
し
て
米
中
和
解
に
対
す
る
戦
略
的
な
価
値
を
「
反
ソ
統

一
戦
線
」
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
が
専
ら
米
中
和
解
の
意
義
を
対
ソ
政
策
上
の
考
慮
に
依
存

し
て
い
た
の
に
比
べ
、
ニ
ク
ソ
ン
＝
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
対
中
政
策
の
底
流
に
あ
っ
た
の
は
、
新
た
な
米

中
ソ
三
国
関
係
に
お
い
て
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
を
確
保
し
、
対
ソ
関
係
に
お
い
て
も
協
調
可

能
な
領
域
を
ソ
連
に
促
す
こ
と
に
あ
っ
た40

。
そ
れ
が
彼
ら
の
「
リ
ン
ケ
ー
ジ
」
政
策
の
持
つ
本
質
的
な

意
味
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
が
解
釈
す
る
と
こ
ろ
の
米
中
和
解
は
、
必
ず
し
も
米
ソ
対
立
の
深
化

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
米
ソ
デ
タ
ン
ト
の
手
段
と
し
て
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。 

し
か
し
、
米
国
の
当
初
の
思
惑
に
反
す
る
よ
う
に
、「
デ
タ
ン
ト
」
を
基
調
と
し
た
対
ソ
政
策
は
ア
ン
ゴ

ラ
、エ
チ
オ
ピ
ア
、南
イ
エ
メ
ン
な
ど
に
お
け
る
ソ
連
の
介
入
に
よ
っ
て
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

こ
の
ソ
連
の
対
外
介
入
の
活
発
化
を
受
け
、
米
国
で
は
バ
ン
ス
国
務
長
官
を
中
心
と
す
る
デ
タ
ン
ト
派
が

失
速
し
、
新
た
に
対
ソ
政
策
の
転
換
を
迫
る
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
補
佐
官
の
勢
力
が
台
頭
す
る
。
そ

し
て
対
中
政
策
の
主
導
権
を
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
握
る
こ
と
に
よ
り
、
対
ソ
強
硬
路
線
を
唱
え
る
ブ
レ
ジ

ン
ス
キ
ー
路
線
に
基
づ
く
対
中
政
策
に
傾
く
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
八
年
一
二
月
の
米
中
共
同

声
明
で
は
「（
米
中
）
両
国
は
、
他
の
い
か
な
る
国
あ
る
い
は
国
々
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
う
し
た
覇
権
を
打
ち

立
て
よ
う
と
す
る
試
み
に
も
反
対
す
る
」（
括
弧
内
筆
者
）と
謳
い
、米
中
の
共
通
の
敵
を
ソ
連
と
す
る「
新

冷
戦
」
下
に
お
け
る
提
携
関
係
に
深
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
米
国
が
ス
ウ
ィ
ン
グ
ポ
ジ
シ

ョ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
米
中
和
解
は
、
新
冷
戦
の
下
で
、
よ
り
勢
力
均
衡
的
な
提
携
関
係
と
し
て
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位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

第
二
の
理
解
に
み
ら
れ
る
「
瓶
の
蓋
」
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
は
、
第
一
の
理
解
に
依
存
す
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
日
本
の
防
衛
力
は
対
ソ
戦
略
上
の
資
産
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
目
的
の
下
で

の
防
衛
力
の
増
強
は
（
一
九
八
四
年
頃
ま
で
）
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
第

一
の
要
因
は
、
米
中
国
交
正
常
化
と
日
中
平
和
友
好
条
約
の
締
結
プ
ロ
セ
ス
で
、
ソ
連
に
対
す
る
「
反
覇

権
」
に
日
米
を
組
み
込
ん
だ
と
中
国
が
理
解
し
た
こ
と
に
あ
る
。
一
九
七
八
年
八
月
に
園
田
外
務
大
臣
は

「
日
本
は
日
米
安
保
条
約
を
堅
持
し
日
米
の
友
好
関
係
を
外
交
の
基
軸
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
い
か

な
る
国
と
も
敵
対
せ
ず
体
制
の
違
い
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
と
友
好
関
係
を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

外
交
方
針
と
し
て
い
る
」
と
の
発
言
を
受
け
た
鄧
小
平
副
総
理
は
「
中
国
は
日
本
と
米
国
の
関
係
を
よ
く

認
識
し
て
い
る
。
し
か
も
米
国
は
『
反
覇
権
』
に
賛
成
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
承
知
し
て
い
る
」
と
応
答
し

た41

。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
中
国
の
立
場
は
、
米
国
を
「
反
覇
権
」
路
線
に
組
み
込
ん
だ
と
の
認
識
で
あ
り
、

そ
の
枠
組
の
下
で
は
日
米
安
保
が
積
極
的
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

第
二
の
要
因
は
、
一
九
七
九
年
の
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
が
、
中
国
の
対
ソ
認
識
お
よ
び
米
国

と
の
戦
略
提
携
を
よ
り
強
硬
に
し
た
こ
と
に
あ
る42

。
一
九
八
〇
年
一
月
に
ブ
ラ
ウ
ン
国
防
長
官
は
中
国

を
訪
問
し
、
北
京
で
対
ソ
「
戦
略
協
調
」
を
提
唱
し
、
対
中
武
器
輸
出
を
含
む
軍
事
協
力
関
係
へ
と
進
展

さ
せ
る
提
案
を
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
長
官
と
会
談
し
た
●
●
（
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
）
副
総
理
は
「
ソ
連
の
行
為
は

世
界
の
平
和
と
各
国
の
安
全
を
直
接
脅
か
し
、
国
際
社
会
に
挑
戦
を
突
き
つ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ソ

連
の
軍
事
侵
略
と
拡
張
の
野
心
に
抵
抗
し
、
反
対
す
る
こ
と
は
当
面
一
層
緊
急
性
を
帯
び
て
い
る
」
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る43

。
前
述
の
通
り
、
華
国
鋒
総
理
は
「
現
状
の
環
境
の
下
で
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
中
国
は
日
本
の
防

衛
力
の
強
化
を
歓
迎
す
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
具
体
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
①
米
中
国
交
正
常
化
と

②
対
ソ
「
戦
略
協
調
」
と
い
う
環
境
の
下
で
は
、
日
本
の
防
衛
力
は
む
し
ろ
対
ソ
戦
略
の
資
産
と
な
る
た

め
、
こ
の
増
強
を
歓
迎
す
る
と
な
る
だ
ろ
う
。 

第
二
の
理
解
は
、
中
国
に
と
り
第
一
の
理
解
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
第
一
の
理

解
」
の
枠
組
の
下
で
「
第
二
の
理
解
」
の
論
理
転
換
が
図
ら
れ
た
こ
の
時
期
の
対
日
態
度
を
み
れ
ば
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
第
二
の
理
解
は
第
一
の
理
解
に
従
属
す
る
構
造
が
こ
の
時
期
に
明
確
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。 

  

（
二
）
米
中
・
日
中
関
係
の
不
協
和
音
と
日
米
安
保
体
制
再
考 

 

七
〇
年
代
後
半
、
そ
し
て
八
〇
年
代
前
半
の
中
国
と
日
米
安
保
体
制
の
関
係
は
「
蜜
月
」
と
呼
べ
る
ほ

ど
の
良
好
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
蜜
月
関
係
は
さ
ほ
ど
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
正
常

化
後
の
米
中
関
係
、
日
中
関
係
が
「
良
好
な
関
係
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
も
、
重
大
な
外
交
摩
擦
を
包

含
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

米
中
関
係
に
お
け
る
摩
擦
の
焦
点
は
台
湾
問
題
に
あ
っ
た
。
米
中
和
解
後
の
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
、
米

国
は
台
湾
か
ら
完
全
に
撤
退
す
る
と
約
束
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
中
国
も
台
湾
問
題
の
解
決
の
た
め
に
武

力
の
使
用
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
両
者
の
間
で
妥
協
が
成
立
し
た
の
は
、
米
中
和
解



「日米安全保障体制と中国：1972-1998」 
                      
 

 12

に
よ
っ
て
、
前
述
の
米
国
の
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
の
確
保
、
お
よ
び
中
国
の
対
ソ
政
策
考
慮

と
い
う
よ
り
広
範
な
利
益
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る44

。 
一
九
七
八
年
一
二
月
の
米
中
共
同
宣
言
が
、
米
国
か
ら
台
湾
へ
の
防
衛
兵
器
の
売
却
継
続
を
黙
認
す
る

形
で
成
立
し
た
こ
と
は
カ
ー
タ
ー
政
権
の
重
要
な
成
果
だ
っ
た
。
無
論
、
中
国
に
と
り
米
台
間
の
軍
事
的

関
係
の
継
続
が
米
中
国
交
正
常
化
の
原
則
に
合
致
し
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も

中
国
が
国
交
正
常
化
に
同
意
し
た
の
は
、
戦
略
的
な
基
盤
を
固
め
る
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た

45

。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
が
米
中
和
解
と
国
交
正
常
化
の
両
方
の
プ
ロ
セ
ス
で
台
湾
問
題
に
つ
い
て
妥
協

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。 

カ
ー
タ
ー
政
権
は
一
九
七
九
年
四
月
に
「
台
湾
関
係
法
」
を
米
国
の
国
内
法
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。
同

法
に
よ
れ
ば
、「
台
湾
人
民
の
安
全
ま
た
は
社
会
、経
済
の
制
度
に
危
害
を
与
え
る
い
か
な
る
武
力
行
使
ま

た
は
他
の
強
制
的
な
方
式
に
も
対
抗
し
う
る
合
衆
国
の
能
力
を
維
持
」（
第
二
条B

項
）
し
、
ま
た
「
合

衆
国
は
、
十
分
な
自
衛
能
力
の
維
持
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
必
要
な
数
量
の
防
御
的
な
器
材
お
よ
び
役
務

を
台
湾
に
供
与
す
る
」（
第
三
条A

項
）
と
明
記
し
た
。
黄
華
外
相
は
台
湾
関
係
法
が
「
両
国
国
交
樹
立

の
際
、
双
方
が
同
意
し
た
原
則
と
米
国
側
の
約
束
に
違
反
し
て
お
り
、
事
実
上
あ
る
程
度
に
お
い
て
米
蒋

『
共
同
防
衛
条
約
』
を
維
持
し
、
中
国
の
内
政
に
引
き
続
き
干
渉
し
、
米
台
の
将
来
の
関
係
に
政
府
間
関

係
の
性
格
を
も
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
批
判
し
た46
。 

米
中
国
交
正
常
化
後
、
そ
れ
で
も
両
国
高
官
の
相
互
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
友
好
関
係
の
促
進
し
た
米
中

関
係
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
再
び
悪
化
さ
せ
た
の
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
台
湾
へ
の
武
器
売
却
問
題
で
あ
っ

た
。
一
九
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
軍
用
機
の
売
却
、
軍
用
機
用
部
品
、
戦
闘
機

の
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
の
追
加
生
産
な
ど
を
含
む
具
体
的
な
措
置
を
と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
対
し
中
国

の
報
道
機
関
は
「
米
国
の
台
湾
向
け
武
器
売
却
は
中
国
の
主
権
を
侵
犯
す
る
行
動
」
で
あ
り
、「
米
国
が
台

湾
を
中
国
の
一
部
と
認
め
た
以
上
、
こ
の
よ
う
な
取
り
引
き
は
当
然
停
止
す
べ
き
」
と
激
し
く
抗
議
し
た47

。

こ
の
米
国
の
武
器
売
却
に
対
す
る
基
本
理
解
が
成
立
し
た
の
は
一
九
八
二
年
八
月
の
米
中
共
同
宣
言
（
第

二
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。 

同
時
期
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
九
八
三
年
末
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
の
日
中
関
係
は
「
歴

史
上
か
つ
て
な
い
ほ
ど
良
好
な
関
係
」
と
安
部
外
務
大
臣
は
表
現
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
中
関
係
に
も

転
機
が
訪
れ
た
。
八
〇
年
代
は
、
頻
度
の
増
し
た
日
中
首
脳
会
談
の
中
で
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
良

好
な
関
係
」
を
確
認
し
合
う
反
面
、
一
九
八
二
年
の
教
科
書
問
題
、
一
九
八
五
年
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
、

一
九
八
七
年
の
光
華
寮
問
題
、
同
年
の
日
本
外
務
省
幹
部
の
「
雲
の
上
の
人
」
発
言
、
一
九
八
九
年
の
天

安
門
事
件
な
ど
、
様
々
な
政
治
的
摩
擦
が
生
じ
、
そ
し
て
収
束
へ
の
政
治
的
努
力
が
な
さ
れ
た
期
間
で
も

あ
っ
た
。 

こ
の
期
間
で
特
徴
的
な
の
は
、
国
交
正
常
化
以
降
久
し
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
中
国
の
「
日
本
軍
国
主
義
」

に
対
す
る
警
戒
を
唱
え
る
論
評
が
、一
九
八
二
年
の
教
科
書
問
題
を
境
に
再
び
活
発
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

度
年
八
月
二
日
の
『
人
民
日
報
』
に
お
け
る
解
放
軍
報
評
論
員
の
論
評
で
は
「
両
国
関
係
の
発
展
の
発
展

の
過
程
に
も
、
他
の
一
面
つ
ま
り
軍
国
主
義
の
復
活
を
企
て
る
逆
流
が
存
在
し
て
い
た
」
と
評
価
し
、
ま

た
八
月
一
五
日
の
『
人
民
日
報
』
は
日
本
が
経
済
大
国
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
侵
略
戦
争
か
ら
教
訓
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を
汲
も
う
と
せ
ず
、
侵
略
戦
争
の
美
化
に
必
死
の
一
部
の
軍
国
主
義
者
に
時
期
の
到
来
を
思
わ
せ
」
て
い

る
と
報
じ
た48

。
ま
た
そ
の
翌
日
、『
紅
旗
』
は
「
日
本
軍
国
主
義
復
活
の
脅
威
を
警
戒
せ
よ
」
と
題
す
る

論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。 

 

こ
の
問
題
は
度
重
な
る
日
本
政
府
の
説
明
を
通
じ
て
外
交
問
題
と
し
て
は
九
月
の
初
め
ご
ろ
に
収
束
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
端
を
発
し
た
「
日
本
軍
国
主
義
」
へ
の
言
及
は
そ
の
後
の
日
中
間
の
会
談
の

な
か
で
度
々
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
鄧
小
平
は
九
月
二
八
日
の
鈴
木
総
理
と
の
会
談
の
中
で
「
日
本

に
お
い
て
は
軍
国
主
義
的
傾
向
に
注
意
し
て
欲
し
い
。
…
（
中
略
）
軍
国
主
義
を
復
活
さ
せ
た
い
人
が
一

部
に
は
い
る
感
じ
が
す
る
」
と
述
べ
、
警
戒
感
を
率
直
に
示
し
て
い
る49

。 

一
九
八
五
年
八
月
に
中
曽
根
総
理
が
靖
国
神
社
を
総
理
大
臣
と
し
て
公
式
参
拝
し
た
問
題
は
、
中
国
国

内
「
日
本
軍
国
主
義
」
の
論
調
を
再
び
惹
起
さ
せ
た
。
鄧
小
平
は
「
日
本
軍
国
主
義
分
子
の
動
向
を
心
配

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
、
膨
真
全
人
代
常
務
委
員
長
も
「
日
本
に
は
ま
だ
少
数
な
が
ら
軍
国
主
義

復
活
を
企
図
す
る
人
々
が
存
在
す
る
。」
と
演
説
で
触
れ
た50

。 

こ
れ
ら
歴
史
認
識
に
対
す
る
中
国
の
批
判
は
、
日
本
の
「
歴
史
解
釈
」
を
対
象
と
し
た
中
国
の
否
定
的

態
度
表
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
種
の
問
題
が
生
起
し
た
際
に
中
国
が
日
本
を
批
判
す
る
こ

と
は
、
何
も
八
〇
年
代
に
限
ら
ず
い
つ
生
じ
て
も
よ
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。「
蜜
月
期
」
に
で
さ
え
、
中

国
は
批
判
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
歴
史
認
識
問
題
に
お
け
る
「
日
本
軍
国
主
義
」

へ
の
懸
念
は
主
に
「
思
想
・
意
図
」
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
に
中
国
が
懸

念
し
た
の
は
「
思
想
・
意
図
」
の
発
露
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
「
能
力
」、
す
な
わ
ち
防
衛
力
が
実
質
的

に
増
強
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
評
価
し
た
こ
と
に
あ
る
。 

一
九
七
九
年
の
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
受
け
止
め
、
一
九
八
〇
年
の
『
防
衛
白
書
』
は
日
本

の
防
衛
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
「
い
ま
だ
大
綱
の
定
め
た
防
衛
力
の
水
準
を
達
成
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
」

と
指
摘
し
た
。『
人
民
日
報
』
は
報
道
記
事
で
『
防
衛
白
書
』
の
内
容
を
紹
介
し
、
ま
た
鈴
木
内
閣
の
「
防

衛
強
化
」
政
策
に
注
視
し
た51

。 

一
九
八
一
年
五
月
に
鈴
木
総
理
は
「
日
本
は
…
（
中
略
）
領
域
お
よ
び
周
辺
・
海
空
域
に
お
け
る
防
衛

力
を
改
善
し
、
な
ら
び
に
在
日
米
軍
の
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
、
な
お
一
層
の
努
力
を
行
う
」
こ

と
を
カ
ー
タ
ー
大
統
領
に
述
べ
、さ
ら
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
シ
ー
レ
ー
ン
一
〇
〇
〇
カ
イ
リ
防
衛
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
『
人
民
日
報
』
は
「
日
本
が

『
政
治
大
国
』
の
役
割
を
演
じ
る
と
い
う
新
た
な
動
向
」
と
い
う
論
文
で
注
視
し
た52

。 

一
九
八
二
年
に
成
立
し
た
中
曽
根
内
閣
は
防
衛
費
増
額
を
早
々
に
決
定
し
、「
不
沈
空
母
」
や
「
日
米
運

命
共
同
体
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
日
米
の
防
衛
協
力
の
体
制
を
「
西
側
の
一
員
」
と
い
う
形
で
定
義

し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
背
景
の
下
、
一
九
八
三
年
二
月
に
胡
燿
邦
総
書
記
は
二
階
堂
総
理
特
使
に
対
し
「
自

衛
問
題
で
周
辺
隣
国
に
不
安
を
お
こ
さ
せ
ず
、
自
衛
の
範
囲
内
に
厳
し
く
制
限
す
る
よ
う
希
望
す
る
」
と

指
摘
し
た
。 

一
九
八
五
年
九
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
九
八
六
年
一
二
月

の
予
算
案
で
は
初
め
て
防
衛
費
が
一
％
枠
を
突
破
し
た
。G

N
P

一
％
突
破
に
つ
い
て
『
人
民
日
報
』
は

そ
も
そ
も
「
一
％
枠
」
は
「
軍
事
大
国
に
な
ら
な
い
目
印
、
象
徴
」
だ
っ
た
が
、
そ
の
突
破
に
よ
り
「
こ
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う
し
た
目
印
や
象
徴
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
一
回
『
突
破
』
す
れ
ば
二
回
目
、
三

回
目
そ
し
て
何
回
も
『
突
破
』
す
る
こ
と
は
避
け
が
た
く
、
さ
ら
に
収
拾
で
き
な
い
状
態
」
に
な
る
と
警

戒
す
る
論
文
記
事
を
掲
載
し
た53

。 

国
交
正
常
化
後
の
米
中
関
係
は
台
湾
問
題
を
争
点
と
し
て
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
台
湾
問
題
は
一
九
八
二

年
の
米
中
共
同
宣
言
に
よ
り
収
束
し
て
い
っ
た
が
、
米
中
双
方
の
利
害
関
係
は
隔
た
り
を
残
し
た
ま
ま
だ

っ
た
。
ま
た
日
中
関
係
も
「
歴
史
認
識
」
お
よ
び
「
日
本
の
防
衛
力
増
強
」
が
中
国
に
と
り
歓
迎
せ
ざ
る

状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
を
経
て
、
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
は
じ
め
に
み
ら
れ
た
中
国
の
日
米
安

保
体
制
へ
の
積
極
的
な
支
持
論
や
、
日
本
の
防
衛
力
の
増
強
を
推
進
す
る
発
言
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。 

  

（
三
）「
独
立
自
主
の
外
交
政
策
」
と
日
米
安
保
体
制
：「
三
つ
の
理
解
」
の
深
化
か
ら
脆
弱
化
へ 

 

中
国
と
日
米
安
保
体
制
の
「
蜜
月
期
」
で
あ
っ
た
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
初
め
の
「
三
つ
の
理
解
」

の
構
造
は
、
第
一
に
中
国
の
対
ソ
認
識
の
強
硬
化
（
①
の
強
化
）
、
第
二
に
日
本
の
防
衛
力
増
強
の
歓
迎
（
②

の
論
理
変
化
）
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
前
項
で
み
た
よ
う
に
、
米
中
関
係
と
日
米
関
係
の
外
交
的

摩
擦
の
増
大
と
共
に
、
中
国
の
日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
「
容
認
論
・
支
持
論
」
が
薄
れ
て
い
く
背
景
に

は
ど
の
よ
う
な
構
造
的
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
「
三
つ
の
理
解
」
の
枠
組
に
当
て
は
め
て

考
え
た
い
。 

第
一
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
八
〇
年
代
に
入
り
、
中
国
の
対
ソ
認
識
に
変
化
が
生
じ
た

こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
九
七
九
年
の
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
中
国
は
「
覇
権
主
義
の
現
れ
」

と
厳
し
く
非
難
し
、
中
ソ
外
務
次
官
級
会
談
を
中
断
し
た
が
、
中
国
は
必
ず
し
も
交
渉
の
全
面
的
な
中
断

を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た54

。
そ
の
中
ソ
関
係
の
関
係
改
善
の
き
っ
か
け
は
、
台
湾
へ
の
武
器

売
却
に
関
し
て
米
中
間
に
摩
擦
が
生
ま
れ
た
機
会
を
捉
え
た
ソ
連
側
か
ら
の
働
き
か
け
だ
っ
た
。
そ
れ
が

「
タ
シ
ケ
ン
ト
提
案
」
で
あ
る
。 

タ
シ
ケ
ン
ト
提
案
で
ソ
連
は
、
第
一
に
中
ソ
関
係
の
正
常
化
を
呼
び
か
け
、
ま
た
第
二
に
そ
の
前
提
と

し
て
ソ
連
は
「
二
つ
の
中
国
」
に
反
対
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
、
銭
其
●
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
は
「
ブ
レ
ジ
ネ
フ
演
説
に
留
意
す
る
」
と
表
現
し
た
。
ま
た
、
一
九
八
二
年
九
月
の
第
一
二
回
中
国

共
産
党
全
国
代
表
大
会
（
十
二
全
大
会
）
に
お
い
て
、
胡
燿
邦
総
書
記
は
「
わ
れ
わ
れ
は
ソ
連
の
指
導
者

が
一
再
な
ら
ず
中
国
と
の
関
係
を
改
善
し
た
い
と
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
「
わ
が
国
へ
の
安
全
へ
の
脅
威
を
取
り
除
く
実
際
的
措
置
を
と
る
な
ら
、
中
ソ
両
国
の
関
係
は
正
常

化
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
」
中
ソ
関
係
改
善
へ
の
働
き
か
け
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
た55

。 

さ
ら
に
十
二
全
大
会
は
「
現
代
修
正
主
義
」「
ソ
米
両
超
大
国
の
覇
権
主
義
」
と
い
う
表
現
を
削
除
し
た

新
党
規
約
を
採
択
し
た56

。
こ
こ
に
ソ
連
を
「
覇
権
主
義
」
と
断
定
し
、
主
敵
と
し
て
白
眼
視
し
て
き
た

六
〇
年
代
末
か
ら
の
対
ソ
認
識
に
著
し
い
変
化
が
訪
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
の
理
解
で
あ
る
「
主
敵

論
」
に
基
づ
く
「
反
覇
権
統
一
戦
線
」
は
タ
シ
ケ
ン
ト
提
案
か
ら
の
中
ソ
関
係
の
変
動
に
よ
り
、
そ
の
一

元
的
な
強
硬
性
を
薄
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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中
国
政
府
の
認
識
と
し
て
こ
の
外
交
政
策
転
換
を
総
合
的
に
打
ち
出
し
た
の
が
、
十
二
全
大
会
に
お
け

る
胡
燿
邦
総
書
記
の
演
説
で
掲
げ
ら
れ
た
「
独
立
自
主
の
外
交
政
策
」
で
あ
る
。
胡
燿
邦
は
報
告
の
中
で
、

「
中
国
は
い
か
な
る
大
国
あ
る
い
は
い
か
な
る
国
家
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
決
し
て
依
存
せ
ず
、
ま
た
い
か
な
る

大
国
の
圧
力
に
も
決
し
て
屈
服
し
な
い
」
と
述
べ
、「
覇
権
主
義
に
反
対
し
、
世
界
平
和
を
守
る
」
と
唱
え

た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
米
ソ
両
超
大
国
を
名
指
し
す
る
こ
と
を
避
け
、
固
定
的
に
敵
と
位
置
づ
け
る

こ
と
な
く
、
そ
の
覇
権
主
義
的
な
行
動
と
い
う
個
別
の
争
点
に
対
し
て
、
中
国
自
身
の
判
断
で
「
是
是
非

非
」
的
に
立
場
を
と
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る57

。
そ
の
意
味
で
は
ソ
連
を
「
主
敵
」
と
す
る
こ
れ
ま
で
の

思
考
か
ら
脱
却
し
、
自
ら
を
国
際
社
会
に
お
け
る
独
立
し
た
ア
ク
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
な
が
ら
、
対
ソ

交
渉
に
も
道
を
開
く
考
え
方
だ
っ
た
の
で
あ
る58

。 

「
独
立
自
主
の
外
交
政
策
」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
中
国
が
米
国
と
の
距
離
を
置
こ
う
と
し
た
こ
と

で
あ
る59

。
前
述
の
通
り
、
一
九
七
九
年
か
ら
八
二
年
ま
で
の
間
、
米
中
関
係
は
「
台
湾
関
係
法
」
と
台

湾
向
け
武
器
売
却
問
題
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
た
。
国
交
樹
立
し
て
な
お
台
湾
に
対
し
執
拗
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
継
続
す
る
米
国
に
中
国
は
「
失
望
」
し
、
米
国
と
の
一
定
の
距
離
を
置
く
必
要
性
を
認
識
し
た
の

で
あ
る
。
一
九
八
四
年
七
月
の
『
瞭
望
』
署
名
論
文
は
、
米
国
の
台
湾
関
与
を
批
判
し
た
後
に
「
米
国
は

か
つ
て
あ
る
種
の
『
米
中
戦
略
関
係
』
を
追
求
し
た
」
が
、「
こ
れ
は
非
現
実
的
な
こ
と
だ
」
と
突
き
放
し

て
い
る60

。
つ
ま
り
、「
独
立
自
主
外
交
」
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
個
別
の
問
題
で
対
外
関
係
を
著
し
く
損

な
う
態
度
を
控
え
つ
つ
、
ま
た
一
定
の
勢
力
の
勝
ち
馬
に
乗
る
こ
と
も
し
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
米
国
も
中
国
が
対
応
す
べ
き
大
国
の
一
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

か
つ
て
防
衛
力
の
増
強
さ
え
も
支
持
し
た
中
国
が
一
九
八
二
年
を
境
に
厳
し
い
対
日
批
判
を
展
開
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
「
独
立
自
主
外
交
」
の
採
用
と
無
関
係
で
は
な
く
、
前
述
の
国
際
情
勢
認
識
に
基
づ

く
政
策
の
変
化
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
九
八
三
年
の
胡
燿
邦
総
書
記
、
お

よ
び
翌
年
に
張
愛
●
国
防
部
長
が
相
次
い
で
「
日
本
の
強
力
な
防
衛
力
が
必
要
」
と
発
言
し
た
こ
と
は
、

む
し
ろ
是
是
非
非
主
義
に
基
づ
く
対
日
態
度
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
が
対
ソ
関
係
正
常
化

に
向
け
て
示
し
た
三
条
件
で
あ
る
、
①
対
ベ
ト
ナ
ム
援
助
停
止
、
②
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
撤
退
、
③

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
撤
兵
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
ソ
連
に
対
し
て
は
交
渉
に
よ
る
関
与
と
日
米
と
の
協
調
姿

勢
の
双
方
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
中
国
の
対
ソ
外
交
を
有
利
に
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
対
ソ
観
の
変
化
、
対
米
・
対
日
観
の
変
化
に
よ
り
、「
第
一
の
理
解
」
で
あ
る
日
米
安
保

を
対
ソ
戦
略
上
の
資
産
と
見
な
す
考
え
方
は
、「
独
立
自
主
外
交
」の
採
用
と
と
も
に
基
盤
が
脆
弱
化
し
た

の
で
あ
る
。 

「
第
一
の
理
解
」
は
更
な
る
試
練
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
新
思
考
外
交
を
掲
げ
た
ソ
連
の
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
は
一
九
八
六
年
に
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
演
説
」
を
行
い
、
中
ソ
関
係
の
正
常
化
へ
の
具
体
的

な
歩
み
寄
り
を
訴
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
中
国
は
、
主
要
国
間
（
米
ソ
間
、
日
ソ
間
）
の
緊

張
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
前
述
の
対
ソ
関
係
正
常
化
三
条
件
の
実
現

に
向
け
て
交
渉
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
八
九
年
に
中
ソ
国
交
正
常
化
が
実
現
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
結
果
、
中
国
に
と
っ
て
ソ
連
の
脅
威
は
著
し
く
減
少
し
た
。 

中
ソ
関
係
が
歩
み
寄
り
を
見
せ
た
八
〇
年
代
か
ら
中
ソ
国
交
正
常
化
が
成
立
す
る
一
九
八
九
年
に
至
り
、
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日
米
安
保
体
制
お
よ
び
日
中
の
ソ
連
に
対
す
る
戦
略
調
整
の
価
値
は
著
し
く
減
じ
、
中
国
が
日
米
安
保
体

制
を
容
認
し
て
い
た
「
第
一
の
理
解
」
は
完
全
に
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
。 

「
第
二
の
理
解
」
で
あ
る
日
本
を
「
瓶
の
蓋
」
に
閉
じ
込
め
る
理
解
も
こ
の
時
期
に
大
き
く
動
揺
し
た
。

そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
一
年
の
シ
ー
レ
ー
ン
一
〇
〇
〇
カ
イ
リ
防
衛
、
一
九
八
五
年
の
中
期
防

衛
力
整
備
計
画
、
翌
年
の
防
衛
費G

N
P

一
％
突
破
な
ど
を
経
て
、
中
国
か
ら
見
れ
ば
日
本
が
日
米
安
保

体
制
の
「
役
割
分
担
」
の
下
、
そ
の
防
衛
力
と
機
能
を
ま
す
ま
す
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
第
三
の
理
解
」
で
あ
る
「
日
米
安
保
の
政
策
上
の
優
先
度
」
に
も
こ
の
こ
ろ
変
化
が
訪
れ
る
。
そ
れ

は
、
台
湾
問
題
と
日
米
安
保
体
制
の
関
係
に
中
国
が
注
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
日
米

関
係
に
お
い
て
は
①
「
軍
国
主
義
」
に
対
す
る
懸
念
の
復
活
、
②
「
政
治
大
国
」
化
へ
の
懸
念
、
③
「
経

済
侵
略
」
へ
の
懸
念
が
そ
れ
ぞ
れ
米
国
と
の
同
盟
関
係
の
下
に
助
長
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

八
〇
年
代
の
「
独
立
自
主
の
外
交
政
策
」
採
用
以
降
の
中
国
と
日
米
安
保
体
制
の
関
係
は
、
日
米
安
保

体
制
を
容
認
す
る
「
第
一
の
理
解
」
の
崩
壊
、「
第
二
の
理
解
」
の
効
用
の
減
少
、「
第
三
の
理
解
」
の
登

場
に
よ
り
、「
蜜
月
」
か
ら
「
潜
在
的
対
立
」
へ
と
導
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

四 

冷
戦
終
結
後
の
日
米
安
保
体
制
と
中
国 

  

（
一
）
日
米
安
保
体
制
再
構
築
へ
の
着
手
と
中
国
の
対
応 

 

冷
戦
の
終
結
と
ソ
連
邦
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、国
際
社
会
に
唯
一
残
っ
た
超
大
国
は
米
国
の
み
に
な
っ
た
。

一
九
九
一
年
の
湾
岸
戦
争
で
は
、
米
国
は
多
国
籍
軍
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
イ
ラ
ク
か
ら
ク
ウ
ェ

ー
ト
を
奪
還
し
た
。
米
国
の
指
導
的
な
役
割
は
ブ
ッ
シ
ュ
の
い
う
「
新
世
界
秩
序
」
を
彷
彿
さ
せ
た
が
、

一
方
で
ブ
ッ
シ
ュ
は
周
到
な
国
連
決
議
を
経
て
国
際
社
会
の
支
持
を
と
り
つ
け
、
ま
た
ド
イ
ツ
や
日
本
か

ら
の
財
政
支
援
な
し
に
は
戦
争
遂
行
は
困
難
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
米
国
も
「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
を
掲
げ
た

レ
ー
ガ
ン
政
権
の
遺
産
で
あ
る
財
政
、
貿
易
の
双
子
の
赤
字
に
疲
弊
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

米
国
内
で
は
冷
戦
終
結
後
の
「
平
和
の
配
当
」
を
求
め
る
圧
力
が
強
ま
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
で
は
国
防
費

の
削
減
が
重
要
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。 

こ
の
財
政
削
減
圧
力
の
背
景
の
下
で
、
一
九
九
〇
年
に
米
国
防
総
省
が
打
ち
出
し
た
「
東
ア
ジ
ア
戦
略

構
想
」（E

A
S

I

、
一
九
九
二
年
に
改
訂
）
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
展
開
す
る
米
兵
力
一
三
万
五
〇
〇
〇

人
を
、
三
段
階
に
分
け
て
削
減
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た61

。
そ
し
て
一
九
九
二
年
の
改
訂
レ
ポ
ー

ト
で
は
「（
冷
戦
時
代
）
欧
州
で
始
ま
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
急
速
に
広
が
る
世
界
戦
争
の
シ
ナ
リ
オ
は

適
切
で
は
な
く
な
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
一
九
九
一
年
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
が
基
地
存
続
の
た
め
の

新
条
約
の
批
准
を
否
決
し
た
た
め
、
米
国
は
翌
年
一
一
月
ス
ー
ビ
ッ
ク
・
ク
ラ
ー
ク
基
地
か
ら
の
撤
退
を

完
了
し
た
。
平
和
の
配
当
論
と
緊
張
緩
和
論
を
反
映
し
た
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
構
想
」
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
の
米
軍
基
地
撤
退
は
、「
米
国
の
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
軍
事
関
与
は
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
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懸
念
を
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
振
り
ま
い
た
。
そ
し
て
一
九
九
一
年
の
ソ
連
の
カ
ム
ラ
ン
湾
か
ら
の
撤
退
に
よ

っ
て
、
米
ソ
両
大
国
が
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
軍
事
基
地
を
本
国
に
引
き
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
東
南
ア
ジ
ア

に
は
覇
権
秩
序
な
き
あ
と
の
「
力
の
真
空
」
論
が
台
頭
す
る
の
で
あ
る
。 

中
国
の
専
門
家
は
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
構
想
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
米
軍
撤
退
を
分
析
し
、
北
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
米
国
の
同
盟
関
係
は
弱
ま
る
と
予
測
し
た62

。
そ
し
て
日
米
同
盟
見
直
し
の
作
業
が
開
始
す

る
ま
で
の
間
の
中
国
の
関
心
は
、
む
し
ろ
「
日
米
関
係
の
悪
化
」
を
懸
念
し
て
い
た63

。
折
し
も
日
米
経

済
摩
擦
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
両
国
の
摩
擦
が
安
全
保
障
分
野
ま
で
波
及
し
、
同
盟
関
係
を
揺
る
が
す
の

で
は
な
い
か
と
中
国
は
考
え
た
の
で
あ
る
。 

中
国
の
認
識
の
基
礎
に
あ
っ
た
の
は
、
冷
戦
終
結
後
、
日
米
同
盟
の
共
通
の
敵
が
不
在
と
な
り
、
同
盟

関
係
の
基
礎
が
揺
ら
ぎ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
中
国
の
懸
念
は
「
日
本
が
『
ア
メ
リ
カ
離
れ
』

し
ア
ジ
ア
の
中
で
政
治
大
国
を
目
指
す
こ
と
」
で
あ
っ
た64

。
つ
ま
り
冷
戦
後
初
期
か
ら
日
米
安
保
見
直

し
ま
で
の
間
の
中
国
の
認
識
に
は
、「
瓶
の
蓋
」
と
し
て
の
日
米
安
保
を
容
認
す
る
「
第
二
の
理
解
」
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

日
米
関
係
の
悪
化
を
よ
り
懸
念
し
て
い
た
の
は
日
米
安
保
当
局
者
自
身
で
あ
っ
た
。
一
九
九
四
年
九
月

に
国
防
次
官
補
に
就
任
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
は
、
日
米
安
保
関
係
の
修
復
に
力
を
注
ぎ
、
米
国
の
東
ア

ジ
ア
戦
略
の
再
構
築
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
五
年
二
月
に
米
国
防
省
は
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
」

（E
A

S
R

）
を
ま
と
め
、
冷
戦
後
も
米
国
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
一
〇
万
人
の
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
を
宣
言
し
た65

。
前
報
告
書
が
前
方
展
開
戦
力
の
削
減
を
謳
っ
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
九

五
年
報
告
が
確
実
な
米
軍
関
与
を
示
し
た
点
で
、
米
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
は
日
米
安
保
体
制
を
維
持
し
な

が
ら
（
再
確
認
）、
そ
の
役
割
・
機
能
を
変
化
さ
せ
る
（
再
定
義
）
と
い
う
二
重
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

 

「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
」
を
受
け
、
中
国
国
内
で
は
「
日
米
両
国
は
中
国
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
主
要

な
不
安
定
要
因
と
し
て
と
ら
え
、
強
力
な
日
米
同
盟
に
よ
っ
て
中
国
を
抑
制
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
」
と
捉
え
る
論
者
が
現
れ
た66

。
冷
戦
後
の
「
不
確
実
性
」
の
高
い
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
情
勢

の
下
で
、
日
米
安
保
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
中
国
が
そ
の
標
的
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
分
析
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。 

 

一
九
九
六
年
三
月
の
中
国
人
民
解
放
軍
に
よ
る
台
湾
海
峡
ミ
サ
イ
ル
演
習
は
、
冷
戦
後
の
日
米
安
保
体

制
と
中
国
と
の
関
係
の
一
側
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
演
習
に
際
し
、
銭
其
●
外

相
は
「
全
世
界
は
台
湾
が
中
国
領
土
の
一
部
と
認
め
て
お
り
、
台
湾
問
題
は
ま
っ
た
く
中
国
の
内
政
で
あ

り
、
外
国
の
人
が
こ
れ
に
つ
い
て
と
や
か
く
い
う
べ
き
で
は
な
い
。
外
国
勢
力
が
介
在
す
れ
ば
、
海
峡
の

情
勢
を
緊
張
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
歴
史
的
原
因
に
よ
っ
て
、
日
本
は
な
お
さ
ら
台
湾
問
題
の
経
緯
を
は

っ
き
り
知
り
、
台
湾
問
題
に
対
す
る
中
国
側
の
立
場
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
、
ま
た
「（
日
米
安

保
が
）
両
国
間
の
範
囲
を
越
え
、
し
か
も
そ
の
他
の
国
の
利
益
に
か
か
わ
る
な
ら
ば
、
事
態
の
発
展
に
複

雑
な
要
素
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、
演
習
の
機
会
を
捉
え
て
台
湾
へ
の
日
米
安
保

の
適
用
を
牽
制
し
た67

。 

 

一
九
九
六
年
四
月
の
橋
本
＝
ク
リ
ン
ト
ン
首
脳
会
談
後
に
発
表
さ
れ
た
「
日
米
安
全
保
障
共
同
宣
言
」
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は
、「
共
通
の
脅
威
」
と
い
う
明
確
な
目
標
を
失
っ
た
同
盟
関
係
を
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安

定
と
い
う
「
共
通
の
利
益
・
価
値
」
の
追
求
を
主
眼
と
し
た
新
た
な
同
盟
の
定
義
付
け
で
あ
っ
た
。 

沈
国
放
外
交
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、
共
同
宣
言
を
評
価
し
て
、
第
一
に
台
湾
問
題
は
中
国
の
内
政
で

あ
り
、
い
か
な
る
国
の
干
渉
に
も
反
対
す
る
。
第
二
に
日
米
安
保
条
約
は
二
国
間
の
範
囲
を
超
え
て
は
な

ら
ず
、
も
し
超
え
れ
ば
当
該
地
域
の
情
勢
に
複
雑
な
影
響
を
も
た
ら
す
。
第
三
に
自
衛
隊
が
装
備
を
増
強

し
防
衛
の
範
囲
を
拡
大
し
た
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
重
大
な
関
心
と
警
戒
を
引
き
起
こ
す
、
と
指
摘
し
た68

。

翌
日
、
銭
其
●
外
相
は
日
中
外
相
会
談
の
後
の
記
者
会
見
で
、
日
米
安
保
が
「
日
本
が
敗
戦
後
の
ア
メ
リ

カ
の
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
条
約
で
あ
り
、さ
れ
に
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
核
の
保
護
を
提
供
し
た
」

の
で
あ
り
、「
も
し
こ
の
条
約
が
地
域
の
安
全
保
障
の
性
格
に
ま
で
拡
大
す
る
な
ら
ば
、大
問
題
を
引
き
起

こ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
中
国
政
府
の
公
式
見
解
は
、
中
国
国
内
報
道
に
比
べ
れ
ば
「
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
も
の
」
で
あ
り
「
警
戒
感
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、
な
お
抑
制
さ
れ
た
も
の
」
と
分
析
さ
れ
て
い
る69

。

ほ
と
ん
ど
の
論
評
は
「
日
米
安
保
体
制
が
今
回
の
共
同
宣
言
で
『
根
本
的
に
変
化
』、『
質
的
に
変
化
』
し

た
と
見
る
点
で
は
一
致
」
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
米
安
保
共
同
宣
言
が
示
さ
れ
た
時
点
で
は
「『
関
心
と

警
戒
』
は
も
っ
て
も
、『
ど
う
展
開
す
る
の
か
』
に
つ
い
て
確
固
と
し
た
見
通
し
は
提
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た70

。 

し
か
し
、
一
九
九
五
年
の
「
東
ア
ジ
ア
戦
略
報
告
」
と
翌
年
の
日
米
安
保
共
同
宣
言
で
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
米
国
の
前
方
展
開
戦
略
が
今
後
も
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
同

盟
国
で
あ
る
日
本
の
役
割
が
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
中
国
は
第
一
に
冷
戦
後
の
日
米
安

保
体
制
の
矛
先
が
自
ら
に
む
け
ら
れ
て
い
る
警
戒
を
抱
い
た
。
そ
し
て
そ
の
警
戒
の
最
大
の
焦
点
は
、
台

湾
問
題
に
日
米
安
保
が
い
か
に
適
用
さ
れ
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
第
三
の
理
解
」
で
あ
る
消

極
的
容
認
論
が
、
日
米
安
保
見
直
し
以
降
は
も
は
や
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。 

第
二
は
日
米
安
保
再
確
認
が
「
日
本
の
軍
事
力
の
発
展
の
た
め
に
よ
り
一
層
大
き
な
国
際
的
空
間
を
つ

く
り
だ
し
た71

」
と
中
国
が
評
価
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
と
り
日
米
安
保
体
制
を
維
持
し
て
い

く
以
上
、
日
本
の
政
治
・
軍
事
的
役
割
の
拡
大
は
不
可
避
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
冷
戦
期
に
想

定
さ
れ
た
ソ
連
か
ら
の
侵
略
と
い
う
日
本
自
身
の
有
事
で
は
な
く
、
日
本
の
領
域
外
の
有
事
に
日
米
安
保

の
対
象
が
移
行
し
た
こ
と
に
加
え
、
米
国
の
国
防
予
算
の
圧
迫
を
同
盟
国
と
し
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
日
米
安
保
自
体
の
構
造
変
化
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り

「
第
二
の
理
解
」
で
あ
る
「
瓶
の
蓋
」
は
、
冷
戦
後
の
日
米
安
保
の
枠
組
の
中
で
有
効
に
機
能
す
る
か
ど

う
か
、
疑
わ
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
国
側
の
懸
念
は
こ
の
傾
向
を
率
直
に
示
し
た
も
の
と
い
え

る
だ
ろ
う
。 

  

（
二
）
日
米
防
衛
協
力
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・T

M
D

と
中
国 

 

日
米
安
保
共
同
宣
言
で
約
束
さ
れ
た
日
米
防
衛
協
力
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
作
業
が
進
む
と
と
も

に
、
再
び
中
国
で
は
懸
念
表
明
が
大
き
く
な
っ
た
。
こ
の
作
業
の
過
程
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
政
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府
高
官
の
立
場
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
こ
と
も
中
国
を
苛
立
た
せ
た
。「
周
辺
事
態
」
に
つ
い
て
、
一

九
九
七
年
七
月
に
中
国
と
米
国
を
歴
訪
し
た
自
民
党
の
加
藤
紘
一
幹
事
長
が
ピ
カ
リ
ン
グ
米
国
務
長
官
代

行
に
、「
台
湾
海
峡
」
は
対
象
地
域
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
梶
山
静
六
官
房
長
官
は
テ
レ
ビ
番
組
で
日
米
安
保
の
対
象
と
し
て
中
国
と
台
湾
の
有
事
も
「
当

然
入
る
」と
し
た
う
え
で
、「
中
国
が
台
湾
を
武
力
解
放
す
る
こ
と
に
懸
念
を
持
っ
て
い
る
」と
発
言
し
た
。 

こ
の
梶
山
発
言
を
う
け
て
、
中
国
側
は
「
一
九
七
八
年
の
園
田
外
相
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
日
米
安
保
の

防
衛
範
囲
に
台
湾
は
含
ま
れ
て
い
な
い
は
ず
だ
」
と
述
べ
、
梶
山
発
言
に
不
快
感
を
表
明
し
た72

。
李
鵬

総
理
は
「
こ
の
発
言
は
中
国
に
対
す
る
重
大
な
内
政
干
渉
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
九
月
九
日
の
『
人

民
日
報
』
は
「
梶
山
氏
ら
は
『
防
衛
範
囲
』
問
題
の
上
で
は
、
当
年
（
一
九
六
〇
年
）
岸
信
介
政
権
が
中

国
に
敵
対
す
る
立
場
を
か
た
く
な
に
固
持
し
、
台
湾
海
峡
を
日
本
防
衛
協
力
の
範
囲
に
入
れ
て
、
露
骨
に

中
国
の
内
政
に
干
渉
し
、
横
暴
に
も
中
日
関
係
を
導
く
こ
の
二
つ
の
基
本
的
文
書
を
踏
み
に
じ
っ
た
」
と

指
摘
し
た73

。 

こ
う
し
た
経
緯
の
後
、
九
月
二
二
日
に
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
正
式
に

策
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
周
辺
事
態
」

に
つ
い
て
は
中
国
を
配
慮
し
、「
地
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、
事
態
の
性
質
に
着
目
し
た
も
の
」
と
い
う
定

義
が
な
さ
れ
た
。 

こ
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ
い
て
、
銭
其
●
外
相
は
「（
日
米
安
保
体
制
は
）
二
国
の
範
囲
内
に
厳

格
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
、
範
囲
は
拡
大
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
隣
国
を
懸
念
さ
せ
る
い
か
な
る
事
も

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
沈
国
放
外
交
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
「
直
接
的
に
せ
よ
、
間
接
的

に
せ
よ
、
台
湾
海
峡
を
日
米
安
保
協
力
の
範
囲
に
入
れ
る
こ
と
は
、
中
国
の
主
権
の
侵
害
・
干
渉
で
あ
り
、

中
国
政
府
と
人
民
は
決
し
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
た74

。 

 

中
国
の
報
道
機
関
や
専
門
家
は
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
よ
り
厳
し
く
論
じ
て
い
る
。
張

国
成
は
「『
平
時
』、『
日
本
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
場
合
』、『
日
本
の
周
辺
地
域
に
緊
急
事
態
が
現
れ
た

時
』」
と
な
っ
て
い
る
が
「
前
の
二
つ
は
『
つ
け
あ
わ
せ
』」
に
す
ぎ
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
あ
る
種

の
必
要
か
ら
わ
ざ
と
あ
い
ま
い
に
し
、
事
実
上
、
将
来
ほ
し
い
ま
ま
に
『
防
衛
範
囲
』
を
拡
大
す
る
た
め

に
可
能
性
と
余
地
を
残
し
て
い
る
」
。
そ
し
て
「
周
辺
有
事
を
口
実
に
し
て
そ
の
他
の
国
あ
る
い
は
地
域
に

関
わ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
論
じ
る75

。
ま
た
『
解
放
軍
報
』
は
一

九
九
七
年
一
一
月
に
特
集
を
組
み
、新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
批
判
を
展
開
し
た
。「
従
来
の
限
界
を
大
々
的
に
突

破
」
と
題
し
た
記
事
は
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
①
日
米
防
衛
協
力
の
地
域
を
「
拡
大
」
し
た
、
②
日
本
が

軍
事
力
を
使
用
し
て
国
際
実
務
に
干
渉
す
る
根
拠
を
作
り
出
し
た
、
③
明
ら
か
に
”
専
守
防
衛
”
の
原
則

を
突
破
し
た
、
④
日
本
国
憲
法
が
禁
止
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
規
定
に
違
反
し
た
、
⑤
日
米
防
衛
協
力
の

中
で
の
日
本
の
地
位
と
役
割
を
「
引
き
上
げ
た
」、
⑥
武
器
輸
出
三
原
則
を
突
破
し
た
、
と
い
う
六
点
を
挙

げ
て
い
る76

。 

一
九
九
八
年
に
な
る
と
、
日
本
の
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（T

M
D

）
に
対
す
る
関
心
に
批
判
が
集
中
す
る

傾
向
を
示
し
た
。T

M
D

構
想
に
つ
い
て
は
日
米
安
保
共
同
宣
言
で
も
研
究
協
力
が
謳
わ
れ
て
い
た
が
、

構
想
へ
の
参
加
に
つ
い
て
日
本
政
府
は
慎
重
に
対
処
し
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年



「日米安全保障体制と中国：1972-1998」 
                      
 

 20

八
月
三
一
日
の
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
件
は
日
本
を
震
撼
さ
せ
、
こ
れ
を
契
機
に
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に

対
す
る
国
内
世
論
を
喚
起
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
月
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で

T
M

D

を
共
同
技
術
研
究
に
合
意
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。 

北
朝
鮮
の
テ
ポ
ド
ン
発
射
を
う
け
て
、
日
米
両
国
がT

M
D

の
共
同
技
術
研
究
に
合
意
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
朱
邦
造
外
交
部
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
九
月
二
二
日
、「
軍
事
上
の
優
位
を
狙
い
、
地
域
の
安
定
を
破

壊
す
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
い
か
な
る
方
面
で
あ
れ
中
国
は
反
対
す
る
」
と
述
べ
、
ま
た12

月30

日
に

同
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
「
戦
略
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
発
展
と
拡
散
は
軍
事
競
争
を
引
き
起
こ
し
、
世
界
の
軍

事
バ
ラ
ン
ス
と
安
定
を
崩
し
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
た77

。 

 

一
九
九
九
年
二
月
八
日
の
『
解
放
軍
報
』
は
特
集
で
「
日
本
のT

M
D

参
加
は
、
軍
事
戦
略
の
調
整
を

さ
ら
に
深
め
、
軍
事
大
国
へ
の
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
な
の
で
あ
る
」
と
論
じ
た78

。
ま
た
一
三
日

の
『
人
民
日
報
』
は
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
とT

M
D

を
「
二
つ
の
逆
流
」
と
評
価
す
る
論
評
を
掲
載
し
、「
日

本
は
内
心
、（
周
辺
事
態
の
）
周
辺
に
台
湾
を
含
め
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
国
家
の
『
内
戦
や
政
変
』
に
も

干
渉
す
る
つ
も
り
だ
」
と
批
判
し
た
（
括
弧
内
は
『
朝
日
新
聞
』
添
付
）79

。 

 

 

（
三
）
冷
戦
の
終
結
と
「
三
つ
の
理
解
」
の
「
構
造
変
化
」 

 

冷
戦
後
の
中
国
の
安
全
保
障
観
は
、「
多
極
化
」潮
流
の
な
か
で
一
定
の
勢
力
が
突
出
し
な
い
協
調
的
な

安
全
保
障
手
段
が
国
際
的
安
定
を
も
た
ら
す
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
遅
浩
田
国
防
部
長
は
一
九
九
八
年

二
月
に
訪
日
し
、
防
衛
研
究
所
に
お
け
る
講
演
で
「
各
国
は
対
話
と
協
力
を
通
じ
て
相
互
理
解
と
信
頼
を

深
め
、
平
和
な
方
式
で
国
家
間
の
意
見
の
食
い
違
い
と
紛
争
を
解
決
す
る
」
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り

「
安
全
は
相
互
的
な
も
の
で
あ
る
。
安
全
を
め
ぐ
る
対
話
と
協
力
は
、
信
頼
の
醸
成
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
対
抗
を
つ
く
り
出
す
も
の
で
は
な
く
、
な
お
さ
ら
第
三
国
を
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
他

国
の
安
全
の
利
益
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
た80

。 

そ
の
た
め
に
導
か
れ
る
第
一
の
特
徴
は
「
軍
事
同
盟
の
否
定
」
で
あ
る
。
米
国
が
日
米
安
保
に
よ
っ
て

前
方
展
開
戦
力
を
維
持
す
る
政
策
を
「
覇
権
に
よ
る
平
和
」
と
位
置
づ
け
、
こ
の
議
論
は
時
流
に
反
し
、

地
域
の
平
和
と
安
全
に
寄
与
し
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
国
間
安
全
保
障
の
円
滑
な
発
展
を
妨
げ
る
と

論
じ
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、「
同
盟
は
同
盟
国
以
外
の
国
か
ら
は
脅
威
と
受
け
取
ら
れ
、
た
と
え
同
盟

が
攻
撃
的
で
な
く
防
御
的
性
格
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
国
か
ら
は
脅
威
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
非
友
好

的
行
為
と
み
な
さ
れ
る
」
か
ら
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
盟
は
対
立
す
る
新
た
な
同
盟
を
生
み
出
す

こ
と
に
繋
が
り
、
世
界
を
不
安
定
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

第
二
の
特
徴
は
「
協
調
的
安
全
保
障
」
の
推
進
で
あ
る
。
日
米
同
盟
の
軍
事
的
部
分
を
減
ら
し
、
経
済

社
会
の
部
分
を
増
や
す
べ
き
で
あ
り
、
敵
国
に
対
抗
す
る
部
分
を
減
ら
し
、
国
際
協
調
の
部
分
を
増
や
す

べ
き
で
あ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
経
済
や
安
全
保
障
の

多
角
的
枠
組
み
の
中
に
融
合
さ
せ
て
行
く
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
日
米
の
協
調
の

み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
友
好
協
力
な
ら
び
に
積
極
的
な
互
恵
的
関
係
を
構
築
す
べ
き81

、
と

い
う
主
張
に
基
づ
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
中
国
に
と
っ
て
日
米
安
保
体
制
は
「
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
多
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極
化
の
世
界
の
潮
流
に
反
し
、
日
米
に
よ
る
安
全
保
障
秩
序
の
共
同
独
占
」
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

Jian
w

ei W
an

g

とX
inbo W

u

は
「
八
〇
年
代
に
唯
一
の
正
当
化
の
根
拠
で
あ
っ
た
日
米
同
盟
の
日

本
の
軍
備
拡
張
を
抑
制
す
る
役
割
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る82

。
そ
れ
は
前
述
の
通
り
、

冷
戦
後
の
日
米
安
保
体
制
の
下
で
は
日
本
が
能
動
的
に
協
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
中
国
で
は
か
つ
て
の
「
矛
（
米
国
）
と
盾
（
日
本
）」
の
関
係
か
ら
「
矛
と
矛
」
の
関
係
に
深
化
し

た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
日
米
安
保
が
消
滅
し
た
場
合
の
日
本
の
軍
事
的
対
応
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
一
元
的
な
独
自

に
日
本
が
軍
備
を
増
強
し
「
軍
事
大
国
化
」
す
る
と
い
う
理
解
と
は
異
な
る
論
調
が
で
て
き
た
こ
と
に
も

着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
中
国
社
会
科
学
院
の
金
熙
徳
は
「
日
本
の
安
全
保
障
に
脅
威
を
与
え

る
も
の
で
、
日
米
同
盟
な
し
に
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
は
現
実
に
は
存
在
し
て
い
な
い
」
と
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
「
日
本
は
日
米
安
保
な
し
に
は
必
ず
軍
事
大
国
に
な
る
し
か
な
い
と
い
う
理
屈

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る83

。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
「
日
米
安
保
体
制

が
破
綻
し
た
と
き
に
こ
そ
、
日
本
が
名
実
と
も
に
軍
事
大
国
と
な
る
」
と
い
う
考
え
方
が
根
強
い
こ
と
も

併
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う84

。
中
国
が
理
念
と
し
て
は
同
盟
に
反
対
し
つ
つ
も
、
日
米
安
保
体

制
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
自
体
を
完
全
に
否
定
す
る
論
理
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
理

由
は
こ
こ
に
あ
る
。 

ソ
連
が
崩
壊
し
（「
第
一
の
理
解
」
の
終
わ
り
）、
日
米
安
保
の
矛
先
が
自
ら
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
懸

念
す
る
状
況
（「
第
三
の
理
解
」
の
終
わ
り
）
の
状
況
の
下
で
、
中
国
が
冷
戦
後
の
日
米
安
保
を
「
容
認
」

す
る
論
拠
は
、
こ
の
枠
組
に
お
い
て
は
効
果
の
限
定
さ
れ
た
「
第
二
の
理
解
」
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
一
見
、
中
国
と
日
米
安
保
の
関
係
は
国
交
正
常
化
以
来
、
最
悪
の
構
造
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。 

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
日
米
安
保
共
同
宣
言
以
来
の
中
国
の
公
式
見
解
は
、
報
道
機
関
・
専
門
家
の

意
見
と
比
較
す
れ
ば
抑
制
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
小
島
朋
之
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
中
国
国
内
で
の
批
判
論
調
の
温
度
差
に
は
、
外
交
部
、
国

防
部
の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う85

。 

 

そ
の
他
と
し
て
、
①
激
し
い
対
応
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
利
益
の
認
識
（
例
え
ば
日
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
刺
激
）、
②
上
記
の
理
由
以
外
の
日
米
安
保
「
存
続
支
持
」
の
論
理
の
可
能
性
（
台
湾
問

題
のS

tatu
s-quo

は
実
は
中
国
に
も
一
定
の
利
益
？
）、
③
「
第
三
の
理
解
」
の
存
続
（
実
は
日
米
同
盟

関
係
は
そ
れ
ほ
ど
中
国
に
不
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
）と
様
々
な
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

中
国
の
日
米
安
保
再
構
築
に
対
す
る
批
判
の
論
点
は
、
主
に
①
日
米
安
保
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
る

こ
と
（
と
り
わ
け
台
湾
に
干
渉
す
る
こ
と
）、
②
日
本
の
軍
事
的
役
割
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
③
同
盟
関

係
は
（
多
極
化
へ
と
向
か
う
）
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
、
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
は
同
時
に

日
米
安
保
再
構
築
を
批
判
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
米
の
「
共
通
の
利
益
」
を
達
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
で

あ
る
と
い
う
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
日
米
安
保
体
制
に
よ
っ
て
日
米
中

そ
れ
ぞ
れ
が
利
益
を
得
る
構
造
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

日
米
が
了
解
し
、そ
し
て
中
国
に
欠
落
し
て
い
る
視
点
は
、お
そ
ら
く
①
日
米
安
保
再
構
築
に
関
し
て
、
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日
米
同
盟
の
存
続
が
日
本
の
政
治
・
軍
事
的
負
担
の
拡
大
以
外
に
あ
り
え
な
い
（
米
国
の
議
会
・
世
論
が

も
た
な
い
）
と
い
う
論
理
を
お
そ
ら
く
意
識
的
に
せ
よ
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
②
台
湾
に
関
す
る
米
国
の

「
戦
略
的
曖
昧
性
」
が
、
両
岸
関
係
の
対
話
の
進
展
に
は
一
定
の
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
構
造

を
述
べ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

五 

お
わ
り
に 

中
国
は
自
ら
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の
変
化
に
対
し
、
日
米
安
保
体
制
が
い
か
な
る
利
害
関
係
を
持
つ

か
と
い
う
現
実
主
義
的
な
思
考
に
よ
っ
て
評
価
し
て
き
た
。
表
一
は
、
こ
れ
ま
で
分
析
さ
れ
た
「
三
つ
の

理
解
」
の
変
遷
に
対
す
る
時
期
区
分
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。（
表
一
入
る
）
こ
の
表
に
表
れ
る
と
お
り
、

第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
の
区
分
は
、
中
国
の
主
た
る
対
外
戦
略
と
国
際
情
勢
認
識
の
変
化
に
ほ
ぼ
符
合

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
が
米
中
ソ
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
変
化
の
中
で
、
日
米
安
保
体
制
を

そ
の
都
度
「
敵
か
味
方
か
」
と
い
う
思
考
の
下
に
評
価
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
帰

結
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
大
局
的
に
見
れ
ば
、
中
国
が
「
主
要
敵
」
と
い
う
明
確
な
敵
対
関
係
を
意
識
し
た
時
期
と
、
い

ず
れ
の
陣
営
に
も
属
さ
な
い
と
す
る
「
独
立
自
主
外
交
」
以
降
の
時
期
を
比
較
し
た
場
合
、
中
国
に
と
っ

て
日
米
安
保
体
制
の
位
置
づ
け
の
分
岐
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
日
米
安
保
体
制
が
一
時
期
「
味
方
」
で
あ

り
、
そ
し
て
再
び
中
国
の
利
益
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
行
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
自
ら
を
「
陣
営
」
の
楔
か

ら
解
き
放
っ
た
と
き
、
日
米
安
保
体
制
と
い
う
同
盟
関
係
を
中
国
が
外
交
的
に
利
用
で
き
る
余
地
は
な
く

な
り
、
そ
し
て
同
盟
関
係
は
「
味
方
」
と
「
敵
」
の
間
を
さ
ま
よ
う
こ
と
に
な
る
。
今
日
の
中
国
が
同
盟

と
い
う
考
え
方
に
基
本
的
に
反
対
し
、
日
米
安
保
体
制
の
機
能
拡
大
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
米

軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
が
同
盟
関
係
を
否
定
し

つ
つ
も
、
日
米
安
保
条
約
の
解
消
を
迫
ら
な
い
背
景
に
は
、
日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
立
場
が
複
雑
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
中
国
の
認
識
を
考
え
る
場
合
に
も
、
①
日
米
安
保
体
制
の
役
割
と
機
能
に
対

す
る
も
の
、
②
主
に
日
本
に
対
す
る
も
の
、
③
主
に
米
国
に
対
す
る
も
の
、
の3

パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ

る
。
し
ば
し
ば
今
日
の
日
中
関
係
に
お
い
て
日
米
安
保
体
制
が
大
き
な
懸
案
と
な
り
、
米
中
関
係
に
お
い

て
そ
の
ウ
エ
イ
ト
が
相
対
的
に
落
ち
る
背
景
に
は
、
中
国
が
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
政
策
上
の
優
先
順
位
に
応

じ
て
使
い
分
け
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
中
関
係
に
お
け
る
日
米
安
保
体
制
の
位
置
づ
け
と
、
米

中
関
係
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。 

今
日
の
中
国
の
日
米
安
保
体
制
に
対
す
る
認
識
は
、「
敵
か
味
方
か
」の
二
元
論
で
は
捉
え
切
れ
な
い
様

相
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

                               

                  

 

① 

田
中
明
彦
『
安
全
保
障
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
二
四
一
頁
、
お
よ
び
添
谷
芳
秀
『
日
本
外

交
と
中
国
：
一
九
四
五
～
一
九
七
二
』（
慶
應
通
信
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
七
頁
。 

② 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
〇
年
五
月
二
三
日
。 
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③ 
毎
日
新
聞
社
政
治
部
編
『
転
換
期
の
「
安
保
」』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）。 

④ 

早
坂
茂
三
『
政
治
家
田
中
角
栄
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
）
三
六
三
頁
。
同
書
で
は
田
中
総
理

が
外
務
省
の
橋
本
恕
中
国
課
長
と
の
意
見
交
換
を
も
と
に
、
一
九
七
二
年
二
月
の
時
点
で
日
米
安
保
体
制

堅
持
が
日
中
国
交
正
常
化
の
条
件
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

⑤ 

緒
方
貞
子
『
戦
後
日
中
・
米
中
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
八
七
頁
。 

⑥ 

添
谷
芳
秀
、
前
掲
書
、
二
一
三
頁
。 

⑦ 

田
中
明
彦
『
日
中
関
係
一
九
四
五
―
一
九
九
〇
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
四
六
頁
。 

⑧ Jian
w

ei W
an

g an
d X

in
bo W

u
, "A

gain
st U

s or w
ith

 U
s? T

h
e C

h
in

ese P
erspective of 

A
m

erica's A
lliance w

ith Japan and K
orea," A

m
erica's A

lliance w
ith Japan

 an
d K

orea 
in

 a C
h

an
gin

g N
orth

east A
sia P

roject D
iscu

ssion
 P

aper, (M
ay 1998, A

sia/P
acific 

R
esearch

 C
en

ter, S
tan

ford U
n

iversity.) p6. 

⑨ 

「
日
本
人
民
面
臨
着
両
条
道
路
」『
人
民
日
報
』
一
九
五
五
年
二
月
二
六
日
。 

⑩ 

日
本
の
安
保
改
訂
反
対
運
動
に
対
す
る
中
国
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
岡
部
達
味
『
現
代
中
国
の
対
外
政

策
』（
一
九
七
一
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
第
三
章
「
安
保
改
訂
反
対
運
動
と
中
国
」
に
詳
し
い
。 

⑪ 

「
日
米
安
保
条
約
改
訂
に
関
す
る
陳
毅
外
交
部
長
の
声
明
」
霞
山
会
『
日
中
関
係
基
本
資
料
集
一
九
四

九
―
一
九
九
七
年
』（
霞
山
会
、
一
九
九
八
年
）
一
五
三
～
一
五
六
頁
。 

⑫ 

同
書
、
一
七
五
頁
。 

⑬ 

文
化
大
革
命
期
の
中
国
の
対
日
態
度
に
つ
い
て
は
、
岡
部
達
味
、
前
掲
書
所
収
「
中
華
人
民
共
和
国
の

対
日
政
策
―
「
軍
国
主
義
」
非
難
か
ら
国
交
正
常
化
ま
で
―
」
に
詳
し
い
。 

⑭

「
●
決
粉
●
侵
略
性
的
美
日
軍
事
同
盟
」『
人
民
日
報
』
一
九
七
〇
年
六
月
二
三
日
。 

⑮

「
●
●
的
交
易
、
無
耻
的
騙
局
」『
人
民
日
報
』
一
九
七
一
年
六
月
二
十
日
。 

⑯ H
on

g Y
u

an
g, "A

 S
u

rvey of P
eriodicalization

 of S
in

o-Japan
ese R

elation
s S

in
ce th

e 
E

stablishm
ent of P

R
C

," H
istory T

each
in

g, N
o.11, 1990. 

⑰ "R
esolu

tely S
m

ash
 th

e A
ggressive U

S
-Japan M

ilitary A
lliance," B

eijin
g R

eview
, 

Ju
n

e 26, 1971. 

⑱

「
反
対
帝
国
主
義
、
侵
略
的
●
強
同
盟
―
慶
祝
中
朝
友
好
合
作
互
助
条
約
●
訂
十
周
年
」『
人
民
日
報
』

『
解
放
軍
報
』『
紅
旗
』
共
同
社
説
、
一
九
七
一
年
七
月
一
一
日
。 

⑲ 

『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
七
三
年
一
月
一
八
日
。 

⑳ 

毎
日
新
聞
社
政
治
部
編
『
転
換
期
の
「
安
保
」』。
姫
鵬
飛
外
交
部
長
の
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
二
日
に

日
本
の
政
治
家
に
対
す
る
発
言
。 

21 

岡
部
達
味
に
よ
る
『
人
民
日
報
』
の
分
析
に
よ
れ
ば
Ａ
時
期
（
六
七
年
第
四
四
半
期
～69

年
第
三
四

半
期
）
に
は
、
日
本
に
お
け
る
真
の
支
配
者
は
『
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
中
国
の
主
た
る
関
心
も
『
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
』
の
打
倒
に
あ
っ
た
」。
し
か
し
な
が
ら
、「
Ｃ
時
期

（
七
一
年
第
四
四
半
期
～
七
二
年
第
三
四
半
期
）
…
（
中
略
）
日
米
関
係
は
も
は
や
日
米
間
の
二
元
的
な

支
配
従
属
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
世
界
的
な
規
模
に
お
け
る
『
超
大
国
』
支
配
に
対
す
る
中
小
国
側
の
抵

抗
と
い
う
側
面
と
、
…
（
中
略
）『
第
二
中
間
地
帯
』
の
一
国
に
対
す
る
他
の
勢
力
か
ら
の
抑
制
と
い
う
側

面
と
を
も
っ
た
、
多
元
的
な
関
係
と
し
て
と
ら
え
な
お
さ
れ
て
い
る
。
岡
部
達
味
、
前
掲
書
。 

22 

『
人
民
日
報
』『
紅
旗
』『
解
放
軍
報
』
共
同
社
説
、「
奪
取
新
的
勝
利
」
一
九
七
二
年
一
〇
月
一
日
。 

23 

添
谷
芳
秀
、
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。 

24 

実
際
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
発
表
の
後
の
一
九
七
一
年
八
月
の
段
階
で
、
周
恩
来
は
レ
ス
ト
ン
記
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
日
米
安
保
が
な
く
な
れ
ば
日
本
が
よ
り
軍
国
主
義
的
に
な
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
質

問
に
対
し
、「
経
済
的
拡
張
は
必
ず
軍
事
的
拡
張
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
は
一
個
の
条
約
（
日
米
安
保
条
約
）

に
よ
っ
て
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
括
弧
内
筆
者
）
と
語
っ
て
い
る
。
周
恩
来
は
日
米
安
保
の
「
ビ
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ン
の
蓋
」
の
機
能
へ
の
質
問
に
対
し
、
日
本
は
既
に
条
約
の
枠
組
の
中
で
軍
拡
を
し
て
い
る
と
し
、「
ビ
ン

の
蓋
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
直
接
的
言
及
を
避
け
た
。
し
か
し
、
注(28)

で
み
る
よ
う
に
、
米
軍
撤
退
後

の
日
本
の
行
動
に
対
し
て
は
強
い
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。"O

fficial T
ran

script of R
eston

's 
C

on
versation

 w
ith

 th
e C

h
in

ese prem
ier in

 B
eijin

g," N
ew

 Y
ork T

im
es, 1971 A

u
g.10. 

25 "M
em

oran
du

m
 of C

on
versation

, T
u

esday, F
ebru

ary 22, 1972 - 2:10 p.m
.-6:00 p.m

.," 
N

ation
al A

rch
ives, N

ixon
 P

residen
tial M

aterials C
ollection

, P
residen

t's O
ffice F

iles, 
M

em
oran

da for th
e P

residen
t, B

ox 87, "B
egin

n
in

g F
ebru

ary 20, 1972" pp.10-1
3

.;  
R

ich
ard N

ixon
, T

h
e M

em
oir of R

ich
ard N

ixon
 (N

ew
 Y

ork: G
rosset an

d D
u

n
lap, 

1978),p.571. 
26"M

em
oran

du
m

 of C
on

versation
, T

h
u

rsday, F
ebru

ary 24, 1972 - 5:15 p.m
.-8:05 p.m

., 

"N
ation

al A
rch

ives, N
ixon

 P
residen

tial M
aterials C

ollection
, P

residen
t's O

ffice F
iles, 

M
em

oran
da for th

e P
residen

t, B
ox 87, "B

egin
n

in
g F

ebru
ary 20, 1972" p.13.; 

ま
た
、
同

趣
旨
の
記
述
が
あ
る
の
は
、Z

bign
iew

 B
rzezin

ski, P
ow

er an
d P

rin
ciple (N

ew
 Y

ork: F
arrar, 

S
trau

s &
 G

irou
z, 1983) p.198. 

27 

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
緒
方
貞
子
、
前
掲
書
、
五
四
～
六
四
頁
の
分
析
に
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。 

28 

周
恩
来
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
防
衛
力
整
備
の
進
展
と
い
う
点
で
は
「
ビ
ン
の
蓋
」
の
効
果
は
認

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
（cf.

注24

）、
米
軍
の
撤
退
が
日
本
の
軍
国
主
義
的
行
動
に
つ
な
が
る
可
能
性
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
周
恩
来
は
レ
ス
ト
ン
記
者
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
）
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、「
日
本
は
（
中
略
）
日
韓
条
約
を
つ
か
っ
て
、
米
軍
撤
退
の
あ

と
す
ぐ
に
南
朝
鮮
に
入
っ
て
行
く
か
も
し
れ
な
い
」
と
懸
念
し
て
い
る
。"O

fficial T
ranscript of 

R
eston

's C
on

versation
 w

ith
 th

e C
h

in
ese prem

ier in
 B

eijing," N
ew

 Y
ork T

im
es, 1971 

A
u

g.10.

。
ま
た
そ
の
懸
念
は
ニ
ク
ソ
ン
―
周
恩
来
会
談
で
、
日
本
が
台
湾
に
進
出
し
な
い
よ
う
米
国
に

迫
っ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。"M

em
oran

du
m

 of C
on

versation
, T

h
u

rsday, F
ebru

ary 24, "  
p.13 
29 

「
周
恩
来
総
理
と
日
本
反
修
青
年
訪
中
団
と
の
会
見
記
録
：
一
九
七
〇
年
六
月
二
二
―
二
三
日
」
田
英

夫
『
周
恩
来
の
基
本
－
そ
の
対
話
に
見
る
思
想
と
戦
略
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
一
年
）
一
〇
六
頁
。 

30 Jian
w

ei W
an

g an
d X

in
bo W

u
, Ibid., p16. 

例
外
的
に
一
九
七
三
年
に
結
成
さ
れ
た
日
華
関
係

議
員
懇
談
会
お
よ
び
青
嵐
会
を
「
軍
国
主
義
を
鼓
舞
す
る
も
の
」
と
批
判
す
る
記
事
が
登
場
す
る
。「
一
个

値
得
注
意
的
動
向
」『
人
民
日
報
』
一
九
七
四
年
二
月
三
日
。 

31 T
h

e E
ditorial D

epartm
en

t of R
en

m
in

 R
ibao, "C

h
airm

an
 M

ao's T
h

eory of th
e 

D
ifferen

tiation
 of th

e T
h

ree W
orlds is a M

ajor C
on

tribu
tion

 to M
arxism

-L
eninism

, " 
B

eijing R
eview

, 4 N
ovem

ber 1977. 
32 In

terview
 of V

ice P
rem

ier D
en

g X
iaopin

g by U
.S

. com
m

en
tators," B

eijin
g R

eview
, 

16 F
ebruary 1978, p.18. 

33 

一
九
七
九
年
二
月
五
日
『
タ
イ
ム
』
誌
上
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
訳
出
は
ア
レ
ン
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
著
、

岡
部
達
味
訳
『
中
国
人
の
日
本
観
』（
岩
波
書
店
）
一
八
六
頁
。 

34 

「
日
本
人
民
の
正
義
の
闘
争
を
支
持
す
る
」『
人
民
日
報
』
一
九
七
七
年
五
月
八
日
。 

35 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
八
年
一
〇
月
二
四
日
。 

36 "P
rem

ier H
u

a G
ives P

ress C
on

feren
ce in

 T
okyo," B

eijin
g R

eview
, 9 Ju

n
e 1980, p.12 

37 "N
ew

s in B
rief," B

eijin
g R

eview
, 12 M

ay 1980, p.5. 
38 W

an
g an

d W
u

 Issu
es an

d S
tu

dies, N
o.3, M

arch
 1987, p.6

。
ま
た
一
九
八
〇
年
五
月
二
九
日

の
華
国
鋒
総
理
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
記
者
会
見
で
も
同
発
言
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
霞
山
会
『
日
中

関
係
基
本
資
料
集
』（
霞
山
会
、
一
九
九
八
年
）
五
六
六
頁
。 



「日米安全保障体制と中国：1972-1998」 
                      
 

 25

                              

                              

 
39 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
四
年
七
月
九
日
。
田
中
明
彦
、
前
掲
書
、
一
三
五
頁
。 

40 

添
谷
芳
秀
、
前
掲
「
国
際
政
治
の
中
の
日
中
関
係
」、
四
一
～
四
六
頁
。
ま
た
ヘ
ン
リ
ー
・A

・
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
、
岡
崎
久
彦
監
訳
『
外
交
』（
下
巻
、
日
本
経
済
新
聞
社
）。 

41 

『
毎
日
新
聞
』
一
九
七
八
年
八
月
一
一
日
。 

42 Jian
w

ei W
an

g an
d X

in
bo W

u
, Ibid., p19. 

43 

ブ
ラ
ウ
ン
訪
中
時
の
米
国
と
の
対
ソ
「
戦
略
協
調
」
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
華
国
鋒
・
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
ら
左
派
と
鄧
小
平
ら
の
間
で
認
識
の
不
一
致
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
鄧
小
平

が
ア
フ
ガ
ン
事
件
で
米
国
と
の
対
ソ
「
戦
略
協
調
」
を
語
る
の
を
意
識
的
に
回
避
し
た
の
に
対
し
て
、
華

国
鋒
・
コ
ウ
ヒ
ョ
ウ
の
専
ら
の
関
心
は
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
に
あ
っ
た
。
平
松
茂
雄
『
中
国
の
国
防
と
ソ
連
・

米
国
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
四
年
）
第
三
章
「『
ア
フ
ガ
ン
事
件
』
と
米
中
『
軍
事
協
力
』」
七
八
～
一
〇

八
頁
。 

44 

緒
方
貞
子
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。
添
谷
芳
秀
、
前
掲
論
文
。 

45 

緒
方
貞
子
、
前
掲
書
、
一
二
九
頁
。 

46 

『
人
民
日
報
』
一
九
七
九
年
三
月
二
四
日
。 

47 

人
民
日
報
評
論
員
「
中
国
の
原
則
的
立
場
は
決
し
て
動
揺
す
る
こ
と
は
な
い
」『
人
民
日
報
』（
邦
訳
、

要
旨
）
霞
山
会
編
『
中
国
月
報
』
一
九
八
二
年
五
月
号
、
特
約
評
論
員
「
中
米
関
係
の
問
題
点
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
」『
国
際
問
題
研
究
』
一
九
八
二
年
第
二
号
（
邦
訳
）『
中
国
月
報
』
一
九
八
二
年
五
月
号
、
張

也
白
「
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
対
外
政
策
の
矛
盾
を
評
す
」『
人
民
日
報
』
一
九
八
二
年
七
月
三
一
日
（
邦
訳
）

『
中
国
月
報
』
一
九
八
二
年
八
月
号
。 

48

「
警
●
軍
国
主
義
的
●
●
」『
人
民
日
報
』
一
九
八
二
年
八
月
三
日
、
お
よ
び
「
前
事
不
忘
、
後
事
之
師
」

『
人
民
日
報
』
八
月
一
五
日
。 

49 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
二
年
九
月
二
九
日
。 

50 

鄧
小
平
発
言
に
つ
い
て
は
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
五
年
八
月
三
〇
日
夕
刊
。
膨
真
委
員
長
の
演
説
に
つ

い
て
は「
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
戦
争
勝
利
四
十
周
年
記
念
に
際
し
て
の
膨
真
全
人
代
常
務
委
員
長
の
演
説
」（
邦

訳
）『
北
京
週
報
』（
一
九
八
五
年
九
月
一
〇
日
） 

51

「
日
本
内
閣
通
過
今
年
度
防
衛
白
皮
書
」『
人
民
日
報
』
一
九
八
〇
年
八
月
七
日
、
お
よ
び
「
鈴
木
内
閣

的
防
衛
和
外
交
政
策
受
到
注
視
」『
人
民
日
報
』
八
月
一
九
日
。 

52 

呉
徳
烈
「
日
本
が
『
政
治
大
国
』
の
役
割
を
演
じ
る
と
い
う
あ
ら
た
な
動
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